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【開催日】 平成３１年３月８日 
 

【開催場所】 第２委員会室 
 

【開会・散会時間】 午前９時３０分～午後５時１７分 
 

【出席委員】 
 

委 員 長 中 村 博 行 副委員長 岡 山  明 

委 員 奥  良 秀 委 員 河 﨑 平 男 

委 員 水 津  治 委 員 中 岡 英 二 

委 員 藤 岡 修 美   
 

【欠席委員】 

なし 
 

【委員外出席議員等】 
 

議 長 小 野  泰 副 議 長 矢 田 松 夫 
 

【執行部出席者】 

副市長 古 川 博 三 経済部長 河 合 久 雄 

公営競技事務所

長 
上 田 泰 正 

経済部次長兼農

林水産課長 
深 井  篤 

公営競技事務所

副所長 
大 下 賢 二 

公営競技事務所

主任主事 
長 村 知 明 

経済部次長兼農

林水産課長 
深 井  篤 農林水産課参与 多 田 敏 明 

農林水産課技監 山 﨑 誠 司 
農林水産課農林

係長 
平  健 太 郎 

建設部長 森  一 哉 
建設部次長兼土

木課長 
榎 坂 昌 歳 

都市計画課長 河 田  誠 都市計画課技監 高 橋 雅 彦 

都市計画課都市

整備係長 
藤 本 英 樹 

都市計画課管理

緑地課係長 
伊 藤 佳和子 
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下水道課長 森 弘 健 二 下水道課技監 藤 岡 富士雄 

山陽水処理セン

ター所長兼小野

田水処理センタ

ー所長 

光 井 洋 一 下水道課管理係長 西﨑  大 

下水道課管理係

主任 
野 原 崇 史 

下水道課計画係

長 
熊 川  整 

下水道課計画係

長 
熊 川  整 水道事業管理者 今 本 史 郎 

水道局次長兼総

務課長 
原 田 健 治 水道局業務課長 伊 藤 清 貴 

水道局工務課長 伊 東 修 一 水道局浄水課長 西 山 洋 治 

水道局浄水課技

監 
山 本 敏 之 

水道局業務課課

長補佐兼営業班

長 

羽 根 敏 昭 

水道局総務課課

長補佐兼総務班

長兼財政係長 

岡   秀 昭 水道局浄水課主幹           宮 地   浩 

水道局総務課課

長補佐同格兼企

画調整班長  

中 村 浩 士 
水道局業務課主

査兼料金班長 
武 野 一 茂 

水道局工務課課

長補佐兼建設班

長 

江 本 浩 章   

 

【事務局出席者】 
 

局  長  中 村  聡 書  記 光 永 直 樹 

 

【審査事項】 

１ 議案第２０号 平成３１年度山陽小野田市水道事業会計予算について 
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（水道） 

２ 議案第２１号 平成３１年度山陽小野田市工業用水道事業会計予算につい

て（水道） 

３ 議案第３８号 山陽小野田市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制 

定について（水道） 

４ 議案第３９号 山陽小野田市工業用水道給水条例の一部を改正する条例の 

         制定について（水道） 

５ 議案第４０号 山陽小野田市水道局布設工事監督者及び水道技術管理者に 

         関する条例の一部を改正する条例の制定について（水道） 

６ 議案第１３号 平成３１年度山陽小野田市駐車場事業特別会計予算につい

て（都市） 

７ 議案第１８号 平成３１年度山陽小野田市小型自動車競走事業特別会計予 

         算について（公営） 

８ 議案第４８号 平成３１年度山陽小野田市小型自動車競走事業特別会計補

正予算（第１回）について（公営） 

９ 議案第２２号 平成３１年度山陽小野田市下水道事業会計予算について

（下水） 

１０ 議案第３６号 山陽小野田市下水道条例の一部を改正する条例の制定に

ついて（下水） 

１１ 議案第１７号 平成３１年度山陽小野田市地方卸売市場事業特別会計予

算について（農林） 

１２ 議案第３５号 山陽小野田市地方卸売市場条例の一部を改正する条例の

制定について（農林） 

 

午前９時開会 

 

中村博行委員長  おはようございます。それでは、ただいまより産業建設常任

委員会を開催をいたします。それでは、早速、審査に入ります。まず、

審査番号１番、議案第２０号平成３１年度山陽小野田市水道事業会計予

算について説明を求めます。 
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今本水道事業管理者  公営企業会計の予算書では、経営目標の設定や建設投

資の効果を予測するため、議案には損益計算書・貸借対照表などの

財務諸表を添付しております。平成３１年１０月に消費税が増税さ

れますので、収支とも予算額には増税の影響はあります。ただし、

消費税の納税事業者ですので、財務諸表にはその影響がほとんどあ

りませんので、前年度との経営状況比較には財務諸表を御参考にお

使いください。なお、水道料金関連の消費税改定は、別途条例改正

議案で御説明します。それでは、議案第２０号平成３１年度水道事

業会計予算の概要について御説明いたします。予算書１ページをお

開きください。第２条の業務の予定量につきましては、記載のとお

りです。（４）の年間有収水量は前々年度平成２９年度決算実績の

９８．３％を見込んでおります。（５）の主要な建設改良事業につ

いては、後ほど説明させます。予算書第３条の収益的収支ですが、

収入合計は１５億４，９５７万１，０００円。支出合計は１４億３

６０万５，０００円を計上し、結果、単年度において税処理後９，

７００万円余りの利益が生じる編成となっております。予算書２ペ

ージ第４条、資本的収支ですが、下段の支出の建設改良費におきま

しては、宇部市との広域化を検討中ですので、老朽管の更新工事を

縮小し、支出総額９億２，４１４万７，０００円を計上しておりま

す。これらの財源となります資本的収入では、上水道企業債として

２億４９０万円の新規借入れを行います。企業債等の外部資金を調

達してもなお、差引収支で約６億４，４００万円の不足金が生じま

すが、この対応は第４条予算本文記載のとおり、積立金を１億３，

９００万円余り取り崩して補塡することとしております。ほか詳細

は、次長から説明させます。  

 

原田水道局次長兼総務課長  まず、管理者の概要説明に続いて予算書２ページ

を説明いたします。第５条予算は、メーター検針業務委託の債務負担行

為を設定しております。第６条予算は、起債の限度額等の設定です。第

７条予算の一時借入金限度額は、あくまで枠取りで、近年借入実績はあ
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りません。第８条予算は、流用可能な項目の設定ですが、予算執行の円

滑化と事業運営に柔軟性を持たせるものです。３ページに移りまして、

第９条予算は、職員給与費等の流用禁止経費です。第１０条予算は、一

般会計からの繰入金。第１１条予算はたな卸資産の購入限度額を設定で、

これらは予算書への記載が法定で義務付けられているものです。なお、

職員給与費については、予算書１０ページの給与費明細書を御覧くださ

い。職員給与費と臨時職員の賃金・社会保険料を合わせた給与費総額に

ついては、前年度当初と比較して、２，６９２万円減額しております。

これは、平成３０年度に退職２名があり、一般職正職員を５０名体制と

したことが主な原因です。それでは、予算の内容について御説明します。

予算書２１ページを御覧ください。別途配布のＢ４資料は、収支とも性

質別にまとめており、税抜額も併記しております。並べて御参照くださ

い。給水収益につきましては、平成２９年度実績の９８．８％を予定し

ております。このほかの収入は、他会計負担金等を見込んでおります。

営業外の長期前受金戻入と簡水の特別利益については、補助金等を原資

として取得した資産の減価償却に伴う収益化額であります。これらには

現金の裏付けがありません。収益的収入合計は前年度当初予算比較で３，

０３１万３，０００円増額しまして、１５億４，９５７万１，０００円

となります。続きまして、予算書２３ページ以降の支出の部ですが、給

与費は前述のとおり大幅減です。その他の経常経費では、動力費・負担

金が増加したものの、修繕費、支払利息は減少しております。簡易水道

の支出については、予算書２７ページ以降に記載のとおりですが、減価

償却費を除く費用のうち、収入で賄い切れない現金は、一般会計との協

定により全額繰り入れられます。以上、支出合計は前年度当初比較で３

５３万８，０００円増の１４億３６０万５，０００円となります。資本

的収支については、予算書２９ページの支出の部から説明いたします。

広域化の検討段階にあるため、浄水場施設費から営業設備費までの建設

改良費は、前年度比較で１億５，０００万円程度減額しております。な

お、建設改良費中には、平成３２年度末を目途に簡易水道２事業を上水

道に統合するため、その施設整備として設計委託等１，２１０万円を計
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上しております。２か所にあります簡易水道については、それぞれの浄

水場が昭和５６年、昭和５８年度から給水開始し、その電気設備や機械

設備などが法定耐用年数を大きく超過しており、今後、改修の必要があ

ります。また、それぞれの水源が井戸水であり、水質悪化の傾向がある

ことから、設備の改修後に水道水として給水することが困難になる可能

性も考えられます。そのため、上水道に統合することについての調査検

討及び手続等を行うものです。これら投資の財源となります資本的収入

については、予算書２９ページになります。建設改良の財源としての企

業債が２億４９０万円です。上水道長期前受金では、補助金として、県

の交付金を予定します。これは、大規模災害対策として、水道管路のう

ち特に重要な基幹管路の更新については、事業費の３分の１を上限に交

付されるものです。その上の工事負担金では、下水道工事に起因する水

道管移設補償金と消火栓の設置負担金を予定しています。移設補償金は

原因者負担であり、消火栓経費は、水道法及び公営企業法上で独立採算

の例外として、一般会計で負担することが規定されているものです。以

上、収入合計は２億７，９９１万５，０００円となります。予算書の１

７ページ損益計算書を御覧ください。収益的収支（３条予算）における

企業成績がここに表れます。最初にお断りしますが、純利益はあくまで

予算計上額をベースに作成しております。当初予算は、収入は少なく、

支出は多く見積もりますので、純利益は少なめに算出されますので、御

了承ください。下から４行目、税処理後の単年度純利益は９，７０７万

９，０００円の予定です。ただし、計算書中５の（２）及び６の（２）

の長期前受金戻入と９の簡易水道特別利益には、現金の裏付けがありま

せん。さらに、下から２行目のその他未処分利益剰余金変動額１億３，

９６７万５，０００円は、資本的支出の補てん財源として使用する積立

金取崩額の再掲額ですので、これも現金の裏付けはありません。その上

の前年度繰越利益剰余金についても一部が非現金です。よって、予算書

２０ページ貸借対照表の右手貸方第７項（２）エの当年度未処分利益剰

余金では、注記⑦として、非現金相当額を明示しております。よって、

利益剰余金合計額１０億２，３４３万５，０００円から、これら非現金
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相当額を除いた、５億５，０００万円余りが正味の内部留保資金となり

ます。内部留保は、ピーク時の平成２７年度決算に９億円を超えており

ました。その後、施設の老朽化対策として施設更新を進めてまいりまし

たので、毎年資金が企業外に流出しました。一方、期末の企業債残高は、

固定負債企業債と流動負債企業債の合計４８億９，３５５万６，０００

円です。これは一年間の給水収益の３．７倍となっており、全国の同規

模の水道事業体の平均値の３．１倍を上回っております。予算書９ペー

ジのキャッシュフロー計算書を御覧ください。下から３行目のとおり、

計算上は１億円を超える資金が企業外部に流出します。主な原因は、建

設投資財源の不足によるものです。ただし、経常収支が前年度並みで推

移すると仮定しますと、５，０００～６，０００万円程度の資金流出に

収まる見込みです。最後に資料３ページは、平成３１年度水道局で予定

しております工事概要です。以上が平成３１年度の水道事業会計予算の

説明となります。御審議のほどよろしくお願いいたします。  

 

中村博行委員長  説明が終わりましたので、それでは、最初のページから行き

ましょう。１ページ、２ページ。まず、１ページのほうの３条収益的収

支のほうから参りましょうか。 

 

河﨑平男委員  昨年の決算よりも伸びておりますが、どこの部分の収益が伸び

ているのですか。 

 

原田水道局次長兼総務課長  全体的に人口等は減少いたしまして、有収水量等

も減少するという形にはなっておりますけど、料金収入の内容につきま

しては、１３ミリ、２０ミリのほうにつきましては、料金収入は減少傾

向でございます。ただし、２５ミリ以上の営業用、それから工業用で使

われる料金がこの近年増えてきておりますので、その結果として、こち

らのほうの料金単価が高いということがございまして、料金収入全体と

しては増えたというような予算を組んでおります。 
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藤岡修美委員  有収水量、前年度の９８.３と言われたんですか。９８.８……、

８ですか。（「８です」と呼ぶ者あり）８ですね。その根拠を教えてく

ださい。 

 

岡水道局総務課課長補佐  前回の補正予算審議のときに御説明した平成３０年

度の決算見込み値、それが前年度決算、２９年度決算値の９９.８％でし

た。その数字をベースとしまして、次年度につきまして、３１年度予算

につきましては、それから１％ほど安全率としてマイナスを見込んでお

ります。その関係で先ほど説明したような数字になります。 

 

中村博行委員長  ほかにはありますか、このページは。そうしたら、２ページ

の資本的収支のほうから。 

 

岡山明副委員長  今年度は５条の債務負担行為が発生するという形で５年間な

んでしょう。これは今まで金額的に、昨年は１,７００万円ぐらい掛かっ

たんですが、大体金額的にはこんな感じですかね。５年で大体６,０００

万円と、年間２，０００万円ぐらいなんでしょう。昨年は１,７００万円

ぐらいなんですが、大体そんな推移でされているという感じですか、金

額的に。 

 

原田水道局次長兼総務課長  このたびの債務負担行為につきましては、水道メ

ーターの検針業務につきまして、４年分ほど金額を上げております。実

際には、丸３年間と約３か月の引継ぎ期間という形で設定をしているも

のですが、一応期間としては４年間分という形です。限度額につきまし

ては、大体それを約３年で割ってこのくらいの費用が掛かるものという

ことで見込んでおるということでございまして、これにつきましては来

年度、入札によりまして業者を決定して金額を決定していくものでござ

いますので、あくまでも予算の枠取りという形で御理解いただきました

らと思います。 
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岡山明副委員長  契約の形はどういう……随意か。今、入札という話をされま

したので、そういう形で、私は一般質問で漏水という形で、検針の分が、

検針者によってそれぞれその思いがあるから、その辺、今後も高齢者に

対しての漏水という形をしっかりとしていただきたいと、そういう意味

で今回ちょっと質問させていただきました。要望として、しっかり検針

で皆様の水量を今後もしっかり見守っていただきたいと思いますんで、

そういう形で要望します。 

 

中村博行委員長  要望ということで。ほかにはこのページは。 

 

中岡英二委員  資本的支出の中で、上水道建設改良費５億四千幾らとあるんで

すが、これは先ほど実施予定工事の一覧、これらの総工費ですか。 

 

原田水道局次長兼総務課長  これは基本的にそういう形で御理解いただけまし

たらと思います。 

 

中岡英二委員  突然の漏水とかそういうのに対応するのは、これ以外と考えて

いいんですか。 

 

原田水道局次長兼総務課長  先ほどの回答に若干間違いがありまして、この建

設改良費の中にはその他事務費等も若干含まれておりますので、これに

つきましては２９ページでございますが、ここの中に明細がございます。

こういった形で工事費以外の支出も一部含まれておりますので、御理解

をいただきたいと思います。それから、あと突発の修繕等につきまして

は、これは３条予算という形で収益的収支のほうの支出でございます。

各明細につきましては、２３ページからでございますが、この中の２４

ページの配水費の中の修繕費、当年度予定額でありましたら、３,２９９

万９,０００円、それからその下の給水費の修繕費３,２７６万５,０００

円、こういったものが突発の修繕の費用として予算計上しておるもので

ございます。 
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中村博行委員長  明細については、あとまたざっとやっていきます。さっきの

２１ページ以降でやっていきますが。もう１、２はよろしいですね。 

 

河﨑平男委員  ４条で新規借入れを予定、２億４９０万円、この財源はどこに

充ててんですか。 

 

原田水道局次長兼総務課長  これにつきましては、先ほどの資料の３ページに

ありました建設改良工事、これらの工事の事業費の一部に充てるという

形でございます。 

 

奥良秀委員  先ほど岡山副委員長が言われたところの補足なんですけど、メー

ター検針業務委託のとこなんですが、こちらのほうで何か、各個人の気

持ちで漏水を見られているということを言われたんですが、これって業

務はきちんとマニュアルみたいなものはあるんですよね。 

 

伊藤水道局業務課長  これにつきましてはきちんとしたマニュアルがありまし

て、それに基づいて委託業者のほうに検針をしていただいておりますの

で、そこは間違いありません。 

 

中村博行委員長  ええですね。３ページはいいですか。それじゃあ、明細のほ

うをずっと行きましょうか。２１ページから。収益的収支のまず２１、

２２ページ、収益的収支の明細のほうの内容行きましょう。 

 

奥良秀委員 ２１ページなんですが、ペットボトル水作製経費とあるんですが、

これ今現在どのぐらいあって、どのぐらい作られる御予定か説明してく

ださい。 

 

原田水道局次長兼総務課長  平成３０年度につきましては、５,０００本を作製

しております。今現在の在庫はほぼなくなっております。平成３１年度
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につきましては、このたび市長部局とパラリンピックへの取組というこ

とで、通常の２倍、１万本の作製を予定しております。これにつきまし

ては、その５,０００本分の市のほうからの資金のほうの繰入れ等も予定

をされております。 

 

中村博行委員長  以前は２年に１回ぐらいの作製じゃなかったですかね、でし

たよね。 

 

原田水道局次長兼総務課長  ５,０００本を毎年作製をしております。 

 

中村博行委員長  ラベルも変わったりして非常に良くなったと思いますが。 

 そうしたら、２３以降の支出の部分。 

 

岡山明副委員長  先ほど２２ページのほうの動力費の分でお話があって、広域

という話の中でそういう部分で削減するという状況の中で、ここだけ浄

水場の電気代というのが２２０万円という増額になっとると。それちょ

っとどうなんだと今思ったんですけど、その辺どうなんですか。普通、

皆、減額という形、広域に関して、そういう状況の中で２２０万円をこ

こで増額しようというのは、方向としては全く逆方向に走っているとい

う分があるんですが、その辺どうかちょっとお聞きしたいんですけど。 

 

岡水道局総務課課長補佐 広域化の協議が今進んでいるという状況なので、施

設的には従来の施設を使っておりますので、前年度予算と当年度予算の

計上額が増額しているのは、電気料の単価自体が少し上がっていますん

で、それと安全率を若干見て、予算執行ができるように余裕を持って予

算を組んでいるということで、広域化の効果が出るのは、何がしか統合

効果が出た後、施設の統廃合なりが行われた後には、こういったランニ

ングコストの削減につながってくるであろうと予想されます。 

 

岡山明副委員長  この２２０万円というのは、今お話聞くと、電気代というか、
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電気使用料に対しての安全率というか、そういう表現の話をされたんで

すが、そういう形ですか。 

 

岡水道局総務課課長補佐  積算上は３０年度、年度途中までの実績を１年分に

換算し直しまして、それに１割方、安全率を上乗せして電気料金を積算

しております。といいますのも、中国電力から電気を買っておりますの

で、燃料調整費というのがございます。原油価格の上昇に伴って、電気

料金単価というのはスライドして変更できるようになっておりますので、

そういった形に対応するために１.１の安全率を組んでいるということ

でございます。 

 

中村博行委員長  広域化の影響が出るのは先だということですね。ちょっと幅

広いけ、２３、２４ページの中で見てください。 

 

藤岡修美委員  負担金、厚東・丸山ダム関連で２,５５８万円ですか、前年度に

比べて増えているんですけど、この内訳というか。負担金、県工事だと

思うんですけど、分かれば。 

 

岡水道局総務課課長補佐  確かに前年度から増えております。この内訳としま

しては、前年度、厚東川ダムの改修工事のうちでダムから来る導水管の

ルート等々も含めました総事業費のうち６００万円程度が前年度繰越事

業分です。失礼しました。全体事業費の６００万円程度が繰越事業に当

たっているというもので、それからうちの市の負担というのは０.６９％

なんで、わずかなもんなんですけれども。そのほか３１年度事業として

行われますのが、ダム管理支援システムの更新であったり、その他維持

管理費もろもろございますけれども、加えて、うちが今、取水している

ルートの導水管、送水管等々のバイパス管の改修工事、有帆川に架かっ

ております山陽本線の水道橋、山陽本線に添架している水道橋がござい

ますけれども、そちらのほうの管路の改修に伴う事前の調査設計業務、

有帆ポンプ場内の構内電話等々の取換え等の事業が県のほうで予定され
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ておりますので、そのうち当市が０.６９％の費用負担をするということ

で、予算計上している負担金の額となります。 

 

岡山明副委員長  ちょっと私、先ほども動力費、電気代とかあったんですけど、

例えば燃料費とかトータルいろいろあるんでしょうけど、浄水場ポンプ

等いろいろある状況で、電気代とかも燃料代とか掛かるんです。その辺

の、今後１０月に消費税が上がってくるんです。その辺の対応というの

は、この今回の分には予算書には反映されておるんですか、反映されて

いないんですか。先ほど安全率のところでという消費税の話はちょっと

出なかったもんですから、その辺の対応はどうかなとお聞きしたいんで

す。 

 

岡水道局総務課課長補佐  予算自体は積算段階では税抜きでとりあえず積算い

たしまして、それから所定の税率を掛けます。ですから、電気代につき

ましては、半期は現状の８％の税率、残りの下半期につきましては１０％

の税率で税込み価格をはじいて、その総額を予算額として計上しており

ます。 

 

岡山明副委員長  この別紙出とるんですけど、この別紙の中で税抜きと税込み

ということ、これは要するに見たときに消費税はちゃんと税込みの場合

は、そういった計算式もちゃんと入っとると。そういう消費税が加味さ

れた金額になっておるという理解でよろしいですかね。 

 

岡水道局総務課課長補佐  さようでございます。 

 

奥良秀委員  ２３ページの支出の薬品費ですね、マイナスで１０２万５,０００

円になっているんですが、塩素パック等と書いてあるんですが。これと

いうのは入札減ですか、それとも水が使われる量が減るから減るという

考えでしょうか、どちらでしょうか。 
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原田水道局次長兼総務課長  これにつきましては、一つは有収水量の減という

のが影響ございますが、もう一つは、薬品費そのものが今回下がってき

ているということです。一般質問のときも少しお話をさせていただきま

したけど、宇部市と薬品のほうは共同購入という形でスケールメリット

を生かしたいということで入札をしておるんですけど、そちらのメリッ

トはどこまで出たのかというのはちょっとよく分かりませんけど――、

一般質問じゃない、済みません、この前の予算の説明のときの質問でご

ざいましたけど。ただ、単純に今、全国的に次亜塩素酸ナトリウム、水

道水の消毒用の薬品ですけど、これの単価が下がっていますので、これ

によって、今回予算については少し少なめに計上させていただいたとい

う形です。 

 

水津治委員  修繕費が各それぞれありますが、既にあらかじめ修理をしなけれ

ばいけないという積算されている数字と臨時的な修繕が起こってこよう

と、この考え方で予算組んであると思うんですが、割合的にはどのよう

な割合で予算を組んでおられるかお尋ねします。 

 

岡水道局総務課課長補佐  割合と言われますと、今からちょっとはじかないと

いけないんで、金額ベースで言わせていただいてもよろしいでしょうか。 

２３ページの原水・浄水費３,５３１万１,０００円の修繕費を計上して

おります。そのうち、突発修繕に対応するものは２２０万円程度と。そ

の次、公道におきます水道管、うちの所有する配水管、主に配水管、送

水管の修繕に係りますものが、２４ページ真ん中より少し上ぐらいに修

繕費３,２９９万９,０００円というふうな形で計上されております。そ

ちらの突発修繕に対応する予算額が１,９６２万円です。続きまして、そ

の同じページの下のほうですね、給水費の修繕費、これは主に個人宅の

敷地内にある給水管の修繕に係る漏水修繕に係る経費ですけれども、そ

ちらのほうが予算額のうち３,１００万円程度、突発の漏水に対応する修

繕費となっております。主に、漏水修繕に関する修繕費はその３つ、突

発修繕にかかわる修繕費はその三つ目について計上しております。 
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中村博行委員長  ２３、２４ページはええでしょうか。そしたら、２５、２６

ページの中で。 

 

藤岡修美委員  受託工事費で下水道関連の給水管移設の金額が結構増えている

んですけども、下水道課に聞くと、国の補助が付かなくて事業が進まな

いという話もありましたけども、この辺というのはやっぱり積み上げら

れたものですか。 

 

岡水道局総務課課長補佐  下水道から事前に依頼があったものをうちのほうで

積算いたしまして予算計上しております。下水道に伴う工事の本数とい

たしましては、ここの受託工事に関しまして６本を予定しております。 

ただし、下水道の補助申請自体が春先になりますので、その補助によっ

ては、下水道工事本体が中止になりますと、この受託工事自体もなくな

るということでございます。 

 

中村博行委員長  それでは、２７、２８ページいきましょう。よろしいですか

ね。それでは、次のページの資本的収支のほうの明細から、２９、３０

ページ。 

 

河﨑平男委員  建設改良費が随分少なくなっておるんですが、計画的に実施計

画どおりにはいっているんですか。 

 

原田水道局次長兼総務課長  補正予算のときも御説明をさせていただいたと思

いますけど、今現在、宇部市との広域化の協議をしている関係上、なか

なか今料金改定ということが難しくなってきたという状況でございます。

その結果、現状では、料金収入の範囲内でできる工事量を当面やってい

きたいというふうに考えておりまして、平成２８年に作りましたアセッ

トマネジメントで必要だと言われました約６億２,０００万円の工事が

今ちょっとできないという状況になっておりまして、これにつきまして
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は工事を進めないと、本来であれば施設の老朽化が更に進みまして、市

民の皆様方には御迷惑をお掛けすることにはなるわけなんですけど、広

域化が進めば、今後その分を早急に更新事業として取り組んでいきたい

とは思っておりますので、今まだ検討途中でございますけど、この広域

化の方向性がはっきり決まりまして、この辺りがきちんと確定しました

ら、また将来的な計画を作っていきたいなというふうに考えております。 

 

河﨑平男委員  そうした中で広域化の見通しとアセットマネジメントの変更計

画、その両方の考えでいつごろ予定というか、整合性というか、どうい

うふうに考えちょってんですか。 

 

原田水道局次長兼総務課長  基本的に広域化になりましたら、相手方の宇部市

さんもおられるわけですけど、両市で協議いたしまして、最終的にどの

ような更新率で施設の更新をやっていくのかというのを決めないといけ

ないと思っております。今現在は、アセットマネジメントでいいますと、

耐用年数の約２倍程度を見込んで、当市としては更新をやっていこうと

いう考え方です。今後、宇部市との協議によりましては、それが２倍で

はなくてもう少し早いサイクル、例えば耐用年数の１.５倍程度で更新を

やっていこうとか、その辺りは最終的に決まりましたら、それによりま

して、また広域化ができましたら事業が進んでいくということで今考え

ております。 

 

中村博行委員長  今回、１億５,０００万円ぐらい減額といいますか、予定より

もですね。その辺の影響というのは、先で出てくるんじゃないですか。

７億円近いものが、５億４,０００万円。 

 

岡山明副委員長  今、その辺の話、私も一番気になったとこで、例えば水道料

金の値上げという部分が、昨年の当時、市民のほうにもお話を、全体的

に料金改正をどういうふうにするかという形の中で、やっぱり値上げし

ないとすごい厳しい状況になると。そういう状況で、前回の分は２０％
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近い改正料金という話の中で、市民のほうからは５％ずつで４年間でど

うかと、それから８％で２回に分けて改正すればどうかという、そうい

ういろいろ話があったようなんですが。それに対して水道局として、現

状としては１年２年を迎えようとしとる状況の中で、今後のスケジュー

ルといったらおかしいんですけど、どういう方向性を水道局は目指そう

かと思っているか。いろいろアセスメントもいろいろ状況的に出された

状況ですから、その辺の方向性というのは、私も一般質問したからあれ

なんですけど、水道局として今後はどういう状況でどういう形で、広域

もあるけれど、水道自体のそういう形をどういうふうに進めるかという

部分で、ちょっとお話を聞きたいなと思っているんですけど。 

 

今本水道事業管理者  ２８年に委員会に料金値上げを出して否決されたという

ことで、それ以降、料金値上げについても内部では協議をしておったわ

けですけども、料金値上げに行く前に、平成２７年から宇部市との広域

の話を進めていると。広域をすれば幾らかの経済的効果も出てまいりま

すし、料金値上げに対応するところも少なくなってくるんじゃないかと

いうこともメリットも考えられます。料金値上げの前に広域化等も含め

て、内部でできる限りのことをやって、なおかつ必要であれば料金値上

げをしましょうという方向に今なっておりますし、宇部市との広域化の

話も、懸案でありました浄水場の関係もほぼ整いつつありましたので、

後ほど説明をさせていただきますけども、そういうことで広域化をまず

は取り組んでいこうということでございます。その後は、先ほど原田の

ほうが申し上げましたように、アセットマネジメントを両市が一緒にな

って、更新の期間をどれぐらいにするのか。その辺の事業量をそれから

算出をしまして料金の改定に進まなきゃいけないなというふうに思って

おります。ですが、ちょっと否定的な意見で申し訳ないんですが、広域

をしようがすまあが、料金値上げは避けられないというふうに思ってお

ります。ただし、広域をすることによって、その料金の値上げ率が少し

でも低くなるようにと、市民の皆さんの負担が低くなるようにというこ

とで、現在努力をさせていただいているとこでございます。広域化につ
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いての話のペースを速めまして、早いところ広域化が進んで将来的なめ

どが立つように今努力をしているというとこでございます。 

 

中村博行委員長  広域化についは、後ほどやろうと思いますが。いずれにして

も厳しい状況であるということは間違いないということですね。ほかは

よろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）それでは、先ほど簡易水道、

上水のほうと統合するというお話がありましたが、具体的にちょっと説

明をしていただけませんか。 

 

原田水道局次長兼総務課長  先ほども申し上げましたけど、簡易水道ですね。

山陽小野田市の中に旧山陽地区のほうになりますけど、２か所ございま

す。一つが、鋳物師屋・西山の簡易水道でございます。もう一つが、平

原・片尾畑上の簡易水道となります。この２か所につきましては、鋳物

師屋・西山が昭和５５年に認可を得まして、昭和５６年から給水を開始

をしております。また、平原・片尾畑上につきましては、昭和５７年に

認可を取りまして、昭和５８年から給水を開始をしておるということで、

もう既に４０年以上経過をしてくるという施設でございます。実際には、

この水源が井戸水でございまして、特に鋳物師屋・西山につきましては、

もともと地質上の問題から、ヒ素の値が今現在、基準値の０.５倍、約半

分から基準値に近いところまで数値が上がる場合がございます。もとも

と当時、この施設を造ったときには、水道水の基準が、現在に比べたら

約１０倍ぐらい高いもので、当時としては全く問題ない水質であったん

ですけど、厚生労働省の水質基準が厳しくなったということで、飲用水

に適用するのにだんだん難しくなってくる可能性が高くなってきたとい

うことでございます。今後、この井戸水というのは取り続けますと、だ

んだん枯渇してくるというふうに言われておりまして、このたびこうい

った施設を新たに改修したといたしましても、次の改修期間までにその

水質が極端に悪化をすると、耐用年数を待たずに使えなくなるとかそう

いったことも考えられるかなということで、そろそろ平原も含めまして、

もう水道事業のほうに統合したほうが、この地区にお住まいでその水道
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水を飲んでいらっしゃる方につきましては、安全な水の安定供給ができ

るのではないかということで考えております。ただし、もともと簡易水

道というのは、水道管を引くのに、その集落等の地域が非常に離れてお

ってなかなか困難であるので、そこに単独で水道を造ろうとしたもので

ございますので、それなりには工事が必要になってくるということでご

ざいます。そのためには新たな水道管を既存の水道管から布設していき

まして、かなりの距離になる場合もございますけど、それに係る費用が

当然発生いたします。また、これにつきましては、実際にはこういうの

もあれなんですが、非常に実際使用者の方が少ないということで、平成

２９年度末現在では、鋳物師屋・西山のほうにつきましては、今給水人

口が７４人、それから平原・片尾畑につきましては５３人ということで

す。ですので、使用水量としては、１日で鋳物師屋のほうが平均で２１

立方メートル、平原のほうが１３立方メートル、こういう少ない水量で

ございます。当然これに伴って水道料金も収入自体は非常に少ないとい

うのは、予算決算見ていただければお分かりとは思いますけど、工事費

に係る費用に対して、これ料金収入ではちょっと改修がなかなか難しい

という部分が当然ございますので、これについては市長部局と今後協議

して、その辺りの費用についてはどういうふうな形で、水道局の負担と

するのか、市長部局から支援をいただくのかということも検討が必要に

なるかなと思っております。もともと簡易水道が、どちらかといいます

と福祉政策として造られたものでございますので、その延長上の考え方

で、最終的には市長部局とその辺りの話はさせていただいて、何よりの

目的は、安全な水の安定供給ということを目指したいということで考え

ております。 

 

中村博行委員長  随分詳しく説明で、もともと経費が掛かるからつながないと、

これが基本やったですね。一般質問でいろいろあったりして、今更とい

う感じがしたんで。しかし、この老朽化に伴い、やらざるを得ないよう

な部分が出てきたということで理解してよろしいですかね。 
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岡山明副委員長  今のは、予算書の１８ページに載っていますよね。セグメン

ト報告って、分割したようなそういう説明の形なんですけど。今、簡易

水道に関しては営業損益というか、これはほとんど負担になっとるとい

う状況が見えとるんですけど。そういう意味で、次長も言われたけど、

やっぱり早期に水道に持っていくという、私はこの金額的に見たときに

は、やっぱりその必要性がなきにしもあらずじゃないかなと思った。そ

れも料金体制、いろいろ状況の中で改修していくというか、その辺はや

っぱり今進めるべきものではないかなと私は思ったんですけど、その辺

は今お話しされたからいいんでしょう。その辺はしっかり検討していた

だきたいなと思いましたので、そういうことで、要望ということで。 

 

中村博行委員長  それと、水道が全く行っていない地域があるということです

いね。そうしたことの対応というのは、何か考えられておるんですか。 

 

原田水道局次長兼総務課長  基本的に水道局が給水をする範囲というのは、給

水区域ということで、水道事業でありましたら水道事業の給水区域とい

うものが、水道事業認可を厚生労働省からいただくときに、早く決めて

申請をしなければならないと。同じように簡易水道もそういった、認可

上給水する範囲というのを決めないといけないということになっており

ます。そこから外れたところが、いわゆる未給水区域というところにな

りますけど、これにつきましては、水道管を布設して給水するというの

が非常に困難になる地域、もしくは、余りにも費用対効果が小さくて、

公営でやるには非常に厳しい地域という形になります。そういった地域

が山陽地区の中に一部ございますけど、これにつきましては個人個人に、

例えば井戸等を設置していただくとかそういった形で水道水の確保をし

ていただいております。これについては担当部署としましては、環境課、

それから水質の検査については県の保健所のほうで対応しております。 

 

中村博行委員長  分かりました。 
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水津治委員  先ほど出ました簡易水道の西山・鋳物師屋地区の調査費設計委託

料ということで、いわゆる工事という具体的な計画というのはありまし

たら教えてください。 

 

伊東水道局工務課長  今現在、上水のほうの水道管が陽光台団地のちょっと上

の辺りまでありまして、そこから受水槽とポンプを付けて既設の簡易水

道の配水池まで上水道をポンプアップで上げていくと、そういった工事

を予定しております。来年度につきましては、その調査設計、それから

厚生労働省のほうに変更認可の届出をしなくちゃいけませんので、その

辺の資料作成の設計委託を予定しております。 

 

中村博行委員長  順調にいくと、工事はいつごろから入れる予定ですかね。 

 

伊東水道局工務課長  順調にいきますと再来年度、実際の工事のほうに入れる

んじゃないかと。まだ担当課と協議中ですので、その辺りは今から詰め

ていきたいと思います。 

 

中村博行委員長  確かに簡易水道、水道局全部維持管理されているんでしょう。 

 

伊東水道局工務課長  現在はそうです。 

 

中村博行委員長  そうですね、大変なところよね。 

 

伊東水道局工務課長  小さい修繕、漏水があってもちょっと影響が出てきます

ので、そういったときは蛇口一線分ぐらいの水が漏れても、水道局から

タンク、上水道積んで配水池に保水するという作業を今行っております。

年に数回あるんですが、今そういう状況です。 

 

中村博行委員長  それじゃ、ちょっと進めましょう。戻って９ページ、キャッ

シュフローのページでありますかね。ざっと説明をされたから。それか
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ら、給与費の明細のページですね、１０ページ。退職者２名の関係があ

ろうかと思いますが。いいですね。後ずっといって１７ページ、損益計

算書の中で。 

 

岡山明副委員長１７ページ下から２行目です。その他の未処分利益剰余変動額

と。これは今お話があったように、減額積立金の取り崩しという話です

ね。要するに難しい話じゃけど、よう分からんけど、内部留保金、これ

の取崩しというたらおかしいんですけど、そういう状況が今回１億３,

９００万円という状況なんです。それだけ取崩したと。それで内部留保

金が減っているという状況で。先ほど内部留保金が９億円程度という話

を聞いた。実際、その留保金というのはどこを見て予算書の中にあるか

なと、私いつも思っているんですけど。どこを見れば、大体９億円とい

う金額が確認できるか、ちょっとその辺をお聞きしたいんですが。 

 

岡水道局総務課課長補佐  先ほど説明の中で９億円という数字が出たのは、内

部留保資金のピーク時です。平成２７年だったと思いますけれども。今

現在の内部留保資金、３１年度予算を執行した後、３２年３月３１日の

予定につきましては予定貸借対照表、ページで言いますと２０ページ、

下から４番目の数字、利益剰余金合計額１０億円ぐらい返っております

けれども、それからその上の注⑦というのが隣のページに説明を書いて

おります。そのうち４億７,３００万円が非現金のものとして捉えますの

で、この合計額から控除して５億円ちょっと超えるぐらいの内部留保資

金になるという予定でございます。 

 

中村博行委員長  ９億円が２７年度のピークということね。現在は先ほど説明

があったように約１０億円から引いたもの。 

 

岡山明副委員長  そういう状況の中で、今回の補正予算に関しては１億３,９０

０万円という状況で、先日行った３０年度の補正予算で最終的にはここ

では２億２,０００万円ぐらいの金額は取崩しが出ている状況なんです。
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今回、予算書とは金額的に２億２,０００万円と１億４,０００万円と金

額的に結構差額が出とるんですけど、その辺はどういう形で今回は金額

減っておるという状況なんですかね。 

 

岡水道局総務課課長補佐  ３１年度につきましては、積立金を取り崩す目的、

建設改良工事自体を絞っておりますので、実際補塡する額が少ないんで

す。４条予算、資本的収支の不足額自体が、収支不足額が少ないんで、

その分ほど補塡すべき取り崩さなければならない額というのも減ってき

ます。ですから、３０年度補正予算で御説明いたしました資本的収支の

不足額は８億円ございました。それから、もろもろの内部留保を充てて

もなお不足しますので、２億７,０００万円程度の取崩しをするというふ

うな補正予算の御説明をいたしました。このたび３１年度予算におきま

しては、資本的収支の差引不足額が６億４,４００万円程度になります。

それに損益勘定留保資金等の内部留保資金を充てても、なお不足する額

というのが１億３,９００万円ほどありますので、その分は過去の利益の

プール分、いわゆる積立金を取り崩して補塡するという予算の編成にな

っております。 

 

中村博行委員長  要するに工事が減っているわけやね。それでは、追加が出ま

したから、貸借対照表の１９、２０ページの中で、これを最後にしまし

ょう。結構詳しく説明がありましたので、要は内部留保資金が５億５,

０００万円ぐらいと、それと負債総額が大分減っているということです

ね。５０億円あったものが４８億円ぐらいになったということね。全般

でよろしいでしょうか。全般ですね。 

 

水津治委員  退職者が２名あったと、職員が２名減ったということですね。２

名減ったことによって業務に影響があるのかないのか。また、これによ

って採用というのは計画があるかないか、併せてお尋ねします。 

 

原田水道局次長兼総務課長  ３１年度につきましては、３０年度末で定年退職



24 

 

の方が２名出られます。このお二方につきましては、３１年度からは再

任用職員として、再度、働いていただくということになっておりまして、

全体の人数としては変わらないという形になります。ただ、３１年度、

若干人員的に違うものにつきましては、臨時職員２名を削減する予定と

しております。これは組織内部のいろいろ改革等によりまして、何とか

臨時職員２名削減いたしましても、以前からの浄水場の運転管理一元化

の関係で人員を補充できますので、その中で何とかやりくりができると

いうものでございます。 

 

岡山明副委員長  ちょっと８ページなんですけど、ここの上のほうに書いてい

るんですけど、８ページの収入の部分で県の交付金１,４００万円なんで

すけど、昨年は３,６００万円近い金額が出ているんですけども、その３

分の１、２分の１かぐらいになっているんですけど、これはどういうい

きさつの下で交付金が下がったというか、減額されたか、その辺はどう

いう状況ですか。 

 

岡水道局総務課課長補佐 対象となる事業、交付金の対象となる事業が基幹管

路になっております。その工事自体が減ったということでございます。

うちが予定している工事のうちで基幹管路、送水管、配水本管に当たる

水道管路の改修のみでございますので、それにいわゆる補助金の採択要

件に入る工事自体が減ったために補助金収入も減ったということでござ

います。 

 

岡山明副委員長  そうすると、この対象工事というか、それは決まっとるとい

うことですか、交付金に当たる対象工事が。 

 

岡水道局総務課課長補佐 こういった事業には補助なり交付金を出しますよと

いうふうなメニューが決まっております。ですから、うちが平成３１年

度に行うほかの配水管の工事とか、要は路地に入っているような水道管

の工事とかいうものについては、対象となる今メニューが国にも県にも
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ございません。ですから、大きい管だけですね、大きい管だけ、基幹管

路、重要管路のみの対象となっております。 

 

中村博行委員長  以前、技術職の方の数が問題であるというようなことがあっ

たんですが、そういった傾向というのは変わっていますか。 

 

原田水道局次長兼総務課長  非常に今現在、技術職の確保が難しいという状況

は変わっておりません。できましたら、そういった専門の学問を勉強さ

れた方を採用していきたいところではあるんですが、この近年、職員を

採用できるときに、いろいろ試行錯誤してみたんですが、なかなか近年

のオリンピック景気とか、それから震災等の復興等でそういった技術者

のほうが、こういった市とか地方公共団体関係には支出されないという

ことがございまして、そこはなかなか難しいという状況ではありました。

結果として、何とか職員の中で職員を育ててそういった技術者になって

いただこうということで考えておりまして、そういった工事を実施する

部分につきましては、実質的に人員は内部で増やしていっております。

そのためにもこの前からやっておりますような浄水場運転管理一元化等

で、そういった運転管理の要員を減らすことによりまして、そちらのほ

うに人員を増やすというような形で何とかやりくりをしておるという形

です。 

 

中村博行委員長  企業努力をしっかりされておるということで。全般よろしい

ですか。 

 

岡山明副委員長  ちょっとお聞きしたいんですが、１８ページ、さっきセグメ

ントという話ありました。資産とあと負債という状況があるんですが、

この資産が上水道なら１２７億円という状況なんです。この負債という

のはどういう捉え方、考え方で。ちょっとよう分からんもんで、ちょっ

と教えていただきたいんですが。 
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岡水道局総務課課長補佐  ページ左手に当たります１９ページ、資産自体は主

に施設等、１番の固定資産施設等々、有形固定資産、無形固定資産とご

ざいますけれども、いわゆる事業を運営する上で必要な資産でございま

す。２番が流動資産、事業運営する上で、抱えている手元の現金と思っ

ていただけたら結構です。その１９ページの資産全体を構成する、その

原資となった、それを取得するがためにどのような財源内訳でこの資産

を取得したかというのは、負債なのか資本なのかというところになりま

す。ですから、資本のほうが多ければ、手元のお金で資産を取得したと。

負債が多ければ、主には借金なんですけれども、企業債によって資産を

取得したという評価ができると思います。ただし、負債のうちで流動負

債については、未払いの工事代金であるとかいうものも入っております

ので、これは決算後一月、二月で解消するものでございますので、それ

は資産の部の２番のほうの流動資産と差引きで考えていただけたらいい

ものでございますので。いわゆる固定資産に対してどれほど負債がある

のか、資本があるのかということで御判断いただけたらと思います。 

 

中村博行委員長  それじゃあ、質疑を打ち切ります。討論ありますか。（「な

し」と呼ぶ者あり）討論ありませんので、採決に移ります。それでは、

議案第２０号平成３１年度山陽小野田市水道事業会計予算について、賛

成の方の挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

中村博行委員長  全員賛成です。したがいまして、議案第２０号は可決すべき

ものと決しました。ここで若干の休憩、５０分から、すぐ始めたいと思

いますので、５０分から再開をいたしますので、これで取りあえず暫時

休憩に入ります。 

 

午後１０時４３分 休憩 
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午後１０時５０分 再開 

 

中村博行委員長  それでは、休憩前に引き続きまして、委員会を続行いたしま

す。それでは、審査番号２番、議案第２１号平成３１年度山陽小野田市

工業用水道事業会計予算について、執行部のほうの説明を求めます。 

 

今本水道事業管理者  予算書の３１ページから御説明します。第２条の業務

の予定量は、記載のとおりです。予算書第３条の収益的収支ですが、

収入は合計で２億９，５２４万３，０００円です。支出合計は２億

４，０７７万３，０００円で、結果、税処理後の単年度損益におい

ては５，２７０万円余りの利益が生じる編成となっています。予算

書第４条の資本的収支ですが、収入には病院会計からの貸付金償還

金収入のみ、６，６００万円を計上しております。支出の建設改良

費におきましては、工事は行わず、企業債償還金と合わせて支出合

計は２，５９５万１，０００円を計上しております。資本的収支の

差引不足額の処理は、第４条本文のとおりです。ほか詳細は、次長

から説明させますので、よろしくお願い致します。  

 

原田水道局次長兼総務課長 管理者の概要説明に続いて予算書３２ページを

説明いたします。第５条予算は、支出費目の流用可能項目、第６条予   

算は、職員給与費等の流用禁止経費。第７条予算は、一般会計から

の繰入金で、これらは予算書への記載が法定で義務付けられている

ものです。それでは、予算の内容について、水道事業会計と同じ手順で

御説明をさせていただきます。まず、収益的収支につきましては、予算

書４９ページ、資料は２ページを御覧ください。まず、収入の給水収益

は、契約水量を日量５００立法メートル減量するため、減額しておりま

す。営業外の長期前受金戻入は、上水と同じく非現金性の収入です。収

入合計は、前年度当初比較で１９２万１，０００円減の合計２億９，５

２４万３，０００円となります。続きまして支出の部ですが、人件費、

動力費、負担金、資産減耗費を増額しております。人件費の詳細は予
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算書３８ページ以降の給与費明細書をお読み取りをお願いします。

結果、支出合計は前年度当初に比べ９５２万５，０００円増の２億

４，０７７万３，０００円となります。資本的収支については、予算

書５２ページを御覧ください。資本的収入は、病院会計からの貸付金償

還金のみです。支出の部は、工事はなく、営業設備費と企業債償還金の

みで、支出総額は２，５９５万１，０００円を予定しております。予算

書４５ページ予定損益計算書を御覧ください。下から３行目では当年度

純利益５，２７０万５，０００円が生じる予定です。前年度の予定損益

計算書は予算書４１ページに添付しておりますので、比較参照ください。

予算書４７ページの予定貸借対照表では、当年度未処分利益剰余金に注

記④を加えて、非現金性利益を明示しております。企業債は平成１９年

度以降借入を行わず、償還のみを行っていますので順調に減少し、期末

残高は１億４，００３万６，０００円となります。予算書３７ページの

キャッシュフロー計算書を御覧ください。下から３行目のとおり、期末

の手元資金は病院からの償還を含め、１億円程度の現金が増加する予定

です。以上が平成３１年度の工業水道事業会計予算の説明となります。

御審議の程よろしくお願いいたします。 

 

中村博行委員長  それでは、説明が終わりましたので、まず同様に進めたいと

思います。３１、３２ページ、全体的な予算ですが。 

 

河﨑平男委員  この水道会計予算、工業用水道事業の予算書について、昨年と

比較して何か特徴があるんですか。 

 

原田水道局次長兼総務課長  このたび、まず収入の面では料金収入のもとにな

ります配水量、これが１日当たりですけど５００立方メートル減少して

おります。今までは、山陽小野田市水道局が供給できます工業用水量に

つきましては、１日２万４,７００立方メートルの能力があったわけなん

ですが、初めて未売水ができたという形になります。これにつきまして

は、いろいろ工業用水を御使用されている使用者のほうの御都合でござ
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いますので、水道局としては非常に残念ではございますが、これについ

ては致し方ないかなというふうに思っております。また、４条予算の関

係なんですが、平成３０年度補正予算でも御説明させていただきました

けど、３１年度に予定しておりました工業水道事業の――失礼いたしま

した、工業用水の管路の工事なんですけど、これを３０年度に前倒しで

やってしまいましたので、３１年度についてはそういった管路の工事が

なくなってしまったということで、４条の支出は実質的にはなくなって

しまったような形になっております。これについては、そうは言いまし

ても、施設全体の老朽化の問題もありますので、改めて次年度以降、ま

た計画を練り直しまして、計画的な施設更新というのも考えていきたい

というふうに思っております。 

 

中村博行委員長  今後もそういった形で減る可能性というのはあるんじゃない

かと思うんですけども、どういうふうに見ておってですか。 

 

原田水道局次長兼総務課長  当市の場合、市内３か所の事業所に工業用水を給

水しております。実は、山陽小野田市内の工業用水につきましては、山

陽小野田市がやっております工業水道事業と、もう一つ、山口県企業局

がやっておられます工業用水事業の２種類がございます。もともと、こ

の旧小野田の地区の中で工業用水道事業というのを旧小野田市が最初に

始めております。このときに、給水をしておったのが現在の３者でござ

います。その後に、工業水道事業については、需要が出てきたわけなん

ですけど、そのときは山口県企業局というのが後にできまして、それが

厚東川ダム、それから丸山ダムの水を工業水道事業として販売されるよ

うになりました。その関係もありまして、当時の小野田市と県の企業局

というのは、それぞれすみ分けをするというような形になりまして、山

陽小野田市のほうは既存の３者、当然、それ以上、販売するための水も

持っていなかったというのもありましたので、現状のまま、こう来たわ

けなんですけど、それ以外の企業につきましては、逆にその県の企業局

のほうを市としても紹介をいたしまして、そちらのほうの工業水道のほ
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うを利用していただいておったという形でございます。そのため、この

たび未売水ができて、こういった過去の経緯からいたしまして、水道局

がほかの企業に積極的に水を販売するというのはなかなか難しい状況が

ございまして、もし、今後、そういった形で使用者の方が、それほど今、

工業用水必要ないんだと言われた場合には、今後未売水が増えていくと

いうような状況になる可能性は非常に高いというふうに考えております。 

 

岡山明副委員長  ちょっと参考に聞きたいんですけど、小野田の工業用水が８

８５万立方メートルという形だと、これはちなみに宇部市のほうの工業

用水というのは、大体幾らぐらいの量で、これ分かりますか。 

 

原田水道局次長兼総務課長  私も県の企業局のほうはあまり詳しく分かってお

りませんで、大変申し訳ございません。それと、工業用水事業を市でや

っているところは県内でも少ない状態で、今、私が知っている限りでは、

隣の下関市、それから下松市、岩国市、そういったところだけが市とし

て工業用水を持っているというところでございます。宇部市のほうはご

ざいません。 

 

藤岡修美委員 ３者ということなんですけど、一律減るのか、それとも特定の

企業さんが企業努力で減らされたのか、何かその辺が差し支えない範囲

で聞けたらなと思います。 

 

原田水道局次長兼総務課長  このたびは、田辺三菱製薬工場さんでございます。

いろいろ会社の方針等によりまして、５００立方メートル、日用ですけ

ど、減量されるというお話でございました。 

 

中村博行委員長  それでは４９ページから明細のほうでいきましょう。４９ペ

ージ、４９、５０、５１まで。収益的収支のほうの収入、どこからでも

いいですが。（「なし」と呼ぶ者あり）なければ次にいきます。それで

は、５２ページの資本的収支のほうで。（「なし」と呼ぶ者あり）総施
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設費が廃目とありますけども、これはどういうふうなことですか。 

 

原田水道局次長兼総務課長  先ほど申しましたとおり、３１年度予定事業で予

定しておりました工業用水の送水管を３０年度のほうに前倒しした関係

で、このたび、この費目そのものが必要なくなったということで、費目

を廃目という形でございます。 

 

中村博行委員長 はい、分かりました。それでは、一つずついきましょうか。

３７ページ、キャッシュフロー。（「なし」と呼ぶ者あり）なければ３

８、３９、４０ページの給与費等関係。（「なし」と呼ぶ者あり）それ

では次に４５ページ、損益計算書から。（「なし」と呼ぶ者あり）いい

ですね。それでは４７、４８ページ。貸借対照表。留保金が６億３,０

００万円、負債が１億４,０００円ということで。（「なし」と呼ぶ者

あり）なければ全般で見てください。全般で質疑がある方はお願いしま

す。 

 

奥良秀委員  ５２ページの要は資本的収支明細書の収入の中の要は病院会計か

らの償還金の６,６００万円なんですが、残がどのくらいあるか、お答え

ください。 

 

岡水道局総務課課長補佐  予算書４７ページ。ちょっと分かりにくいんですけ

れども、１の（３）当市、その他資産、長期貸付金というのがございま

すが、こちらのほうが１億３,２００万円、これが病院への貸付け残でご

ざいます。 

 

奥良秀委員  ということは、あとは３２年度、３３年度で完済ということで。 

 

岡水道局総務課課長補佐 さようでございます。 

 

中村博行委員長  それでは、よろしいですか。（「なし」と呼ぶ者あり）それ
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では質疑を打ち切ります。討論はありますか。（「なし」と呼ぶ者あり）

討論もないようですので採決に移ります。議案第２１号平成３１年度山

陽小野田市工業用水道事業会計予算について、賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者挙手） 

 

中村博行委員長 全員賛成です。したがいまして、議案第２１号は可決すべき

ものと決しました。続けてまいります。審査番号３番、議案第３８号山

陽小野田市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について説明

を求めます。 

 

原田水道局次長兼総務課長 それでは、議案第３８号山陽小野田市水道事業給

水条例の一部を改正する条例の制定について、説明いたします。この議

案は、平成３１年１０月１日から消費税及び地方消費税の税率が８％か

ら１０％に引き上げられることに伴い、水道料金及び加入金について所

要の改正を行うものです。議案第３８号参考資料１頁の新旧対照表を御

覧ください。第２９条第２項第１号及び第２項は、それぞれの水道料金

を、新税率１０％の税込み表示に改正したものです。次に２ページを御

覧ください。加入金の金額を、新税率１０％の税込み表示に改正したも

のです。次に３ページでは、別表（第２９条関係）の水道料金表につい

て、各基本料金及び各従量料金を、新税率１０％の税込み表示に改正し

たものです。次に議案に戻りまして、２枚目下段の附則を御覧ください。

併せて、委員会資料「消費税法改正に伴う水道料金改正の経過措置イメ

ージ」を御覧ください。附則第１項の施行期日ですが、消費税の税率変

更となる平成３１年１０月１日から施行いたします。それにより、委員

会資料の⑤や⑥に記載のとおり、施行日以降に使用した場合の水道料金

は改正後の新税率による水道料金となります。附則第２項は「水道料金

に関する経過措置」です。平成３１年１０月１日の施行日以前から継続

して給水契約のある場合に、１０月３１日までに料金が確定する場合は、

委員会資料②のとおり旧税率を適用します。次に、使用期間が２か月を
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超えない場合の初回の料金は、委員会資料①や③に記載のとおり旧税率

を適用します。また、附則第３項も「水道料金に関する経過措置」とな

ります。使用期間が２か月を超える場合の初回の料金は、２か月を超え

た期間が１日であっても、全体の使用水量から算出した税抜金額を旧税

率分３分の２と新税率分３分の１として算出した合計額となります。こ

れについては委員会資料の④に記載のとおりとなります。附則第４項も

「加入金に関する経過措置」となります。施行日以前に給水装置の新設

又は改造工事の申込みをし、施行日後に納入となる場合は、旧税率を適

用するものです。以上、御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

中村博行委員長  説明が終わりましたので、質疑を求めます。 

 

河﨑平男委員  この給水条例の改正で、水道料金、一般家庭でどのくらいの影

響額が生じるんですか。 

 

伊藤水道局業務課長  本年の１０月１日からの改正になりますので、その１％、

半分、それまでは８％で、それが１０月１日から１０％になりますので、

金額的に言いますと、ですからその２％分が上がるという、金額的に言

うと、ちょっと割り戻してみます。待ってください、計算してよろしい

ですか。ちょっとお待ちください。済みません。大体３,０００万円ぐら

い、半年間で上がる予定になっております。（「個別にすると」と呼ぶ

者あり） 

 

河﨑平男委員  制度加入の関係で、３,０００万円増えるということやね。 

 

伊藤水道局業務課長  そうです。消費税だけでそのぐらいです。 

 

河﨑平男委員 戸数はなんぼあるん。 

 

伊藤水道局業務課長  戸数的に言いますと、影響を受ける件数は約２万８,００
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０件ぐらいが、１３ミリと２０ミリで約２万８,０００件ぐらいになると

思います。半年間で１万ちょっとぐらいの金額になると思います。（発

言する者あり）１万じゃない、１,０００円です。済みません、１桁違っ

ておりました。１,０００円ぐらいの上昇があると思います。 

 

中村博行委員長  単純に３,０００万円を３万で割ればええんやね。了解です。

大体１,０００円くらいということね、戸別では。ほかにありますか。い

ろいろなケースで、今、資料で説明していただけたので、これをよく読

みとれば分かると思うんですが、なかなかややこしいということであり

ますが。（発言する者あり）４番は２か月を超えた分についてだけ。２

か月を超えた分という意味です。 

 

岡山明副委員長  ちょっと済みません、資料をもらった別紙のほうなんですけ

ど、この３番と４番、ちょっと検針日は９月１０日なんですけど、定例

検針日が１０日と１１日で分かれているんですけど、それでその金額が

違っているという、検針日が違っとるというのは、これ１０日が２か月。

決まっちょるんじゃないですか。④というのはあっちゃいけんのやない

ですか。 

 

伊藤水道局業務課長 副委員長のおっしゃるとおりに、１日違って随分金額が

変わってまいりますので、そのようにないように一応２か月以内で検針

はするようにやっております。ですから、今回の部分もこの④について

は、まずないような形で対応するようにしております。それから、済み

ません。ちょっと私、先ほど１,０００円と申し上げましたけど、済みま

せんでした。計算が違っておりました。二、三百円ぐらいしか上がらな

いというぐらいでした。申しわけございませんでした。半年と言いまし

ても実際には２期分になるんです。これ見ていただきますと、実際の継

続契約になりますので、１１月までの契約４期分と言う形になりますの

で、残り２期分だけが値上げの期間という形になります。ですから、そ

れでいきますと１期分大体１３０円ぐらいで、２期で２６０円、３００
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円弱というぐらいの上昇ということで御理解いただければと思います。

申し訳ありませんでした。 

 

中村博行委員長  よく分かりました。検針日が、昨日家でも開いたら、検針日

が１日ぐらい違うケースがあるわけで、今回はそうはやっちゃいかんで

すね。できるだけよろしくお願いいます。ほかにありますか。（「なし」

と呼ぶ者あり）ないようでしたら、質疑を打ち切り、討論はありますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）ありませんので、採決に移ります。それでは、

議案第３８号山陽小野田市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制

定について、賛成の方の挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

中村博行委員長  全員賛成です。したがいまして、議案第３８号は可決すべき

ものと決しました。続いて、３９号にまいります。審査番号４番、議案

第３９号山陽小野田市工業用水道給水条例の一部を改正する条例の制定

について、説明を求めます。 

 

原田水道局次長兼総務課長  それでは、議案第３９号山陽小野田市工業用水道

給水条例の一部を改正する条例の制定について、説明いたします。この

議案は、平成３１年１０月１日から消費税及び地方消費税の税率が８％

から１０％に引き上げられることに伴い、工業用水道料金等について所

要の改正を行うものです。改正条例第１条は、工業用水の使用者名の変

更です。日産化学工業株式会社小野田工場から日産化学株式会社小野田

工場への変更となります。また、社名変更は昨年１０月１日にされまし

たので、条例を出来るだけ早期に改正する必要がありますので、施行は

公布の日からとしております。改正条例第２条は、別表（第１１条関係）

の従量料金を、新税率１０％の税込み表示に改正したものです。以上、

御審議のほど、よろしくお願いいたします。 
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中村博行委員長  説明が終わりましたので、質疑を求めます。（「なし」と

呼ぶ者あり） 

 

中村博行委員長  それでは、質疑がありませんので、討論はありますか。（「な

し」と呼ぶ者あり）ありませんので、採決に移ります。議案第３９号山

陽小野田市工業用水道給水条例の一部を改正する条例の制定について、

賛成の方の挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

中村博行委員長  全員賛成です。したがいまして、議案第３９号は可決すべき

ものと決しました。引き続いてまいります。続けて、審査番号の５番、

議案第４０号山陽小野田市水道局布設工事監督者及び水道技術管理者に

関する条例の一部を改正する条例の制定について説明を求めます。 

 

原田水道局次長兼総務課長 それでは、議案第４０号山陽小野田市水道局布設工

事監督者及び水道技術管理者に関する条例の一部を改正する条例の制定

について、説明いたします。議案の裏面の新旧対照表を御覧ください。

第３条第１項第８号中「又は水道環境」を削るという内容であります。

第３条第１項第８号で規定しています技術士法第４条第１項では、技術

士試験の種類が規定されており、その試験の詳細を規定している技術士

法施行規則において、第二次試験の選択項目内容を平成３１年４月１日

から変更することから、水道法施行規則においても布設工事監督者の資

格要件内容を平成３１年４月１日から変更するものです。これに伴い、

山陽小野田市水道局の布設工事監督者の資格要件が、水道法施行規則に

基づいて定めております関係上、同様の改正を行います。次に、附則第

１項の施行期日ですが、改正水道法施行規則が施行される平成３１年４

月１日と同日としております。附則第２項の経過措置は、施行日以前に

資格試験に合格した者について適用するもので、当時に水道環境を選択

していた場合には、上水道及び工業用水道を選択したものとみなすもの



37 

 

であります。以上、御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

中村博行委員長  説明が終わりましたので、質疑を求めます。規則に準じて改

正ということですので。よろしいですね。（「なし」と呼ぶ者あり）そ

れでは質疑を閉じ、討論はありますか。（「なし」と呼ぶ者あり）討論

がありませんので、採決に移ります。議案第４０号山陽小野田市水道局

布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例の一部を改正する条

例の制定について、賛成の方の挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

中村博行委員長  全員賛成です。したがいまして、議案第４０号は可決すべき

ものと決しました。以上で、水道局関係の審査は全て終了をいたしまし

た。――水道局のほうから広域化、ちょっと忘れておりました。水道広

域化についての説明がありますので、それをまずやっていただこうと思

います。 

 

今本水道事業管理者  それでは、ちょっとお時間をいただきまして、宇部市と

の広域化の検討条件について、御報告させていただきたいと思います。 

宇部市と山陽小野田市は、平成２７年６月から両市の広域の職員で構成

しました検討委員会、幹事会及び専門部会で、両市の水道事業の広域化

について検討を続けております。本年２月１９日に検討委員会の第７回

会議を開催しました。その検討状況、方針などについて、担当のほうか

ら報告させていただきます。 

 

原田水道局次長兼総務課長  それでは、宇部市・山陽小野田市水道事業広域化

の検討状況について、御報告いたします。お手元にお配りしています資

料「宇部市・山陽小野田市水道事業広域化、検討状況（Ｈ３１．２．１

９現在）」を御覧ください。主な課題の方針案について御説明します。

初めに、１．広域化の形態についてです。これまでは、経営の一体化に
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よる広域化として、つまり水道事業認可、水道料金、財務会計などの事

務事業や制度など、宇部市と山陽小野田市で別々に管理する形態で、ま

ずは一緒になり、その後、事業統合、つまり水道事業認可、水道料金、

財務会計などの事務事業や制度など全てを統合する形態に向けて調整し

ていくこととしていましたが、このたびの検討委員会第７回会議によっ

て最初から事業統合を目指すこととしました。その理由としましては、

一般的には、事業統合は、水道事業認可、水道料金、財務会計などの事

務事業や制度など全てを統合するとされていましたが、他都市の事例な

ど調査する中で、事業統合の場合においても水道料金など統合までに経

過措置期間を設定することが可能であること、また、浄水場再編など広

域水道整備を進めるための水道事業認可申請の手続きが一回で可能とい

うことが分かってきました。そうすることで、市民の皆さんへの激変緩

和や実務の負担軽減ができるという効果が得られるということが判明し

たことによります。ただし、完全な統合までの取組としては、宇部市と

山陽小野田市の財政状況や施設の状態の隔たりを解消し、一定水準とす

る必要があります。財政状況では、企業債残高対給水収益比率、内部留

保資金残高など、また、施設の状態では、アセットマネジメントなどを

比較し、目標値を定め、両事業が一定水準となった時点で水道料金など

統合していくこととしました。なお、どの指標にするか、指標の目標値

などについては、今後、調整していくこととしています。次に、２．一

部事務組合で所管できない事業についてです。本市と宇部市の２市で水

道事業を処理する一部事務組合を設置することとしています。この場合、

水道事業以外の事務を一部事務組合で所管することはできないとされて

いますが、本市の工業用水道事業については、県等の見解では、一部事

務組合で所管可能と回答を得ておりますが、これについては、今後に内

部で協議をしていくものとします。また、本市の簡易水道事業について

は、上水道事業に統合することを関係部署と協議中です。また、宇部市

の下水道事業については、宇部市の市長部局に移管するとのことです。

これについては、これまでと変更はありません。次に、３．厚東川水系

の浄水場再編計画についてです。この浄水場再編計画については、なか
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なか方針が決まりませんでしたが、専門部会において協議した案を先日

の検討委員会第７回会議で承認しました。厚東川水系にあります宇部市

の広瀬浄水場、中山浄水場と本市の高天原浄水場の三つの浄水場を、最

終的に現在の広瀬浄水場に浄水機能を集約し、それまでに、高天原浄水

場、中山浄水場及び広瀬１系、広瀬２系の順に段階的に廃止する、とい

うものです。なお、詳細な計画については、引き続き協議します。次に、

４．広域化のスケジュールについてです。先に御説明しました１．広域

化の形態において、経営の一体化から事業統合に見直したことから、引

き続き協議を進めてまいりますが、できる限り早い時期に広域化を実現

したいと考えています。以上、簡単ではありますが、報告させていただ

きます。 

 

中村博行委員長  ありがとうございました。途中経過ということでありますが、

これについて質問のある方、聞いてください。 

 

河﨑平男委員  この広域化のスケジュールが出ておりますが、ロードマップと

いうか、いつ頃までにどのようにするかというようなことは、内部では

決められていないんですか。 

 

原田水道局次長兼総務課長  これまで協議を進める中で、スケジュールについ

ては一定のロードマップというのは、両市の中であったわけなんですが、

これによりますと、大体２年から３年後ぐらいをめどに行っていきたい

ということでした。ただ、この前の検討委員会の中で広域化の形態を最

初から事業統合していこうということで、これによるメリットとしては、

先ほど申しましたとおり、そういった手続等が一度で済むと。当然これ

の手続に掛かる手間、それから、それを作成するために業務委託等に出

す費用というものが、２回掛かるものが一度で済むということで、期間

や費用の削減、そういったものにつながりますので、全体としては経費

の削減等にもつながるということであります。ただ、それに伴って将来

的な事業計画、それから財政計画等、かなり厚生労働省の認可を得るた
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めにはしっかりしたものを作らないといけないということなりますので、

それについての協議は逆に少し時間が掛かる可能性があるということで、

この２年から３年という今のロードマップがもう少し見直しをされる場

合もあるのではないかなというふうに考えております。 

 

奥良秀委員  事業統合ということで、これは１００％事業統合できるという方

向性なんでしょうか。それとも、今すり合わせをして、もしかしたら途

中で御破算という話になるんでしょうか。どちらでしょうか。 

 

原田水道局次長兼総務課長  これは方向性が決まったということでありまして、

事業統合しますというわけではないということで、今後まだ協議は続い

ていくわけでございます。いろいろ総論賛成、各論でいろいろあるとい

うことはありますので、最終的にはまだどうなるかは、１００％広域化

できるということは言えないというのはあります。 

 

奥良秀委員  ということは、見方によっては値上げを例えばすぐやるのではな

くて、こういうふうな案があるから先延ばしにして、もしかしたらでき

ませんでしたという流れになる可能性もあるということでよろしいです

かね。 

 

原田水道局次長兼総務課長  できましたらこの広域化というのも、こういった

行財政改革の一つの取組であります。総トータルで見ましたら、メリッ

トが必ずあるというふうに考えておりますので、本来は、今、国のほう

も水道法改正しまして、これを積極的に推進をしていく形になってきて

おりますので、取り組んでいくべきだというふうに思っております。た

だ、あくまでも、この広域化できる、できないというのは結果論でござ

いますので、必ずできます、場合によっては、できない場合もあるとい

うことはあるとは思います。 

 

今本水道事業管理者  今話がありました改正水道法にも、基盤強化のために広
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域化というのは推進しなさいということは出ておりまして、宇部と山陽

小野田ももう４年近くこの協議を進めておるわけです。だから、これを

御破算にするというのは考えたくはないです。気持ちとして、両市の間

でこれがなくなるかもしれんという気持ちでやると、なかなかまとまら

ないと僕は思います。ですから、必ずなし遂げるんだという気持ちでこ

の協議を進めるということで取り組んでいきたいと思っております。 

 

奥良秀委員  私のほうのも、できることであればこういうふうに広域化をして

いただきたいと。私が何が言いたいかというと、今、人口減少や節水等

で水の使用量も減ってきていますし収入も減ってきています。これが仮

に今からずっと計画をしていって、だめでしたよといった場合には、人

口も間違いなく、今はなるべく減らすのを少なくしようとしていますが、

減っているんだろうなと。そういった中で今度は１人当たりの補助する

費用というのが、間違いなく増えていくんですよね。要は後世に負の遺

産を残していくようになりますので、その辺は早急に決めていただかな

いと、後々の要は子供や孫にとってマイナス部分が残りますので、その

辺はきちんと委員会のほうにも随時報告していただいて、私たちもこの

水道料金というのは間違いなく議会報告会等でもかなりいろいろお話し

する機会があると思いますので、やはりきちんとした対応をしていかな

いと、私たちも駄目ですし、水道局のほうも何をしているんだという話

になりますので、この辺は要望としてよろしくお願いします。 

 

今本水道事業管理者  今議員さん言われたように、この水道の問題は時間がた

てばたつほど人口も減ってくるし、料金収入もいかない、なおかつ工事

もしなきゃいけないという状況の中で、時間が掛かるほど状況が悪くな

ってくるという認識は、水道局職員誰しもが持っておるとこでございま

す。そういったことも含めて、ぜひこの広域化をペースを速めて進めて

いきたいという気持ちで取り組んでまいりたいと思っております。 

 

岡山明副委員長  状況もよく分かっており、前回の料金改定の分で話もありま
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したのでそういう状況で。前へ進めるという方向で、まずは上水道とい

うか、浄水場が四つあるんですけど、この一つにまとめるという状況の

中で、話が進む状況の中で、地元の山陽小野田市のそういう浄水場の統

廃合というたらおかしいけど、将来に向かっての取組というのは話と同

時に同時進行するかどうか、それもバックできんという、水源が一つに

なると、上水道が一つになると、なかなか止めるにも進めるにめにも、

山陽小野田市としては先に一歩進んでいますと、浄水場の３つの廃止と

いう方向性を今進めているという先走りと、ちょっと大変申し訳ないん

ですけど、そういう形で宇部の広域に対しての先陣を切っていくという

そういう方向性はいかがなものかと思うんですけど、それは考えられん

ですか、難しいですか。 

 

今本水道事業管理者  ちょっと私も勘違いしてお答えになるか分かりませんが、

この浄水場の再編につきましては、広域化が決定をして数十年掛けて３

つある浄水場を１つに集約していこうということでございます。ですか

ら、広域化が決定をした後に、１つずつ潰していって、水道管をつなげ

ていって両市が共有していこうという取組を行っているということでご

ざいます。ですから、広域化が決まらないと、この浄水場の再編並びに

水道管の整備というのも、そういったのもまだ進んでいかないというこ

とになります。 

 

中村博行委員長  当時言われていた三つの難しい条件の一つが改善に向かって

いるというふうに判断してよろしいですね。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 

矢田委員外議員  大変厳しい状況わかります。お尋ねしたいんですけれど、こ

の事業統合後に民営化という問題が今出てきておるんですけれど、そう

いったことを含めて視野に入れて対応していくのか、あるいは、事業統

合した後にそういった民営化の問題も含めて検討していくのか。そうい

うことを少し考えておられますか。 
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今本水道事業管理者  今、議員さんおっしゃったのは、民営化のコンセッショ

ンのことだと思うんですが、コンセッション方式が今回改正水道法の中

でうたわれて、所有はするけども運営権を渡そうということでございま

すけども、これは全国的に見ても、いろんな県議会、それから市町村で

も反対の意見というのは多く出ておりますし、少なくとも山陽小野田市、

私のほうとしては、そういうコンセッションというのは今のところ全く

考えておりませんし、また、民間の事業者も飛びつかないというか、受

けるところがないだろうというふうな判断をいたしております。これは

広域化後、両市が一緒になったときに、その管理者なり責任者がどうい

うふうに考えられるかということだろうと思いますが、宇部市、山陽小

野田市の規模でコンセッションというのは、なかなか難しいんじゃない

かなというふうに考えておりますので、個々の業務的な民間に委託をし

て、今検針だとかそういったものはございますけども、コンセッション

方式による運営権を渡して事業を運営していこうということについては、

全く今のところ考えございません。 

 

中村博行委員長  マスコミ等々でも、そのリスクというのが大きいということ

で、否定的だという意見が結構多いというふうには聞いていますので、

そういう点については、今後また進んでいく中でいろいろ広域化の協議

の内容について、その都度お知らせを願いたいというふうには思います。 

 

岡山明副委員長  ちょっと最後にお聞きしたいんですけども、そういう国の承

認も要るという状況なんですけど、年スケジュールというたらおかしい

んですけど、例えばあと５年後ぐらいには国の認可を得て、１０年後に

はそういう最終的には平成３０年ごろにはそういう１つの浄水場が統一

されるような形というか、そういう市民にとって統合が具体的な形で進

めるという一つの担保はないけれど、そういう年スケジュールというか、

その辺がある程度見えているかなと思っているんで、その辺どうですか。 

 

今本水道事業管理者  先ほどもちょっと申し上げましたけども、この浄水場の
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再編についても、数十年間を見越しての浄水場の再編です。今決まった

のは、順序として大まかな方針として、こういう順番で行きましょうと。

これがなかなか決まらなかったんですけども、これがようやく方向性が

決まったということで、また何十年先ということになると、人口の問題

とか、どういった水の需要があるかとか、いろんな要素が出てまいりま

すので、現在、何年後にこうなる、十何年後にこうなるということは、

具体的な年数というのは、ちょっとなかなか示しづらいというのが現状

でございます。 

 

中村博行委員長  粛々とやっていただきたいというふうには思います。ほかに

はありますか。（「なし」と呼ぶ者あり）ないようでしたら、水道関係

全て終了したいと思います。それでは、午後は小型自動車のほうの審査

に入りますので、午前の審査をこれで終えて、休憩に入ります。それで

は、午後１時から開会をしますのでよろしくお願いいたします。それで

は、休憩。 

 

午前１１時４８分休憩 

 

午後１時再開 

 

中村博行委員長 それでは午前に引続き午後の委員会を始めます。審査番号７

番議案第１８号平成３１年度山陽小野田市小型自動車競走事業特別会計

予算についての説明を求めます。 

 

上田公営競技事務所長 議案第１８号平成３１年度山陽小野田市小型自動車競

走事業特別会計予算について説明いたします。２ページを御覧ください。

第１条で、歳入歳出予算総額をそれぞれ１０３億６，３９５万６，００

０円とし、第２条では、前年度と同額の、一時借入金の最高額を３０億

円としております。次に、事項別明細書で説明します。まず、歳入の詳

細について、御説明いしたします。１０ページ、１１ページを御覧くだ
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さい。１款１項１目１節入場料収入３６０万円は、特別席入場料収入で

す。２目１節勝車投票券発売収入９８億６，５９２万７，０００円は、

返還金の１億６１４万４，０００円を含んだ通常の本場開催での発売額

に重勝式の発売額を含んだ額です。３目勝車投票券発売副収入は、前年

度と同額を計上しています。１節勝車投票券発売事故収入２０万円、２

節勝車投票券払戻買戻事故収入５万円、３節勝車投票券払戻時効収入１，

０００万円、４節勝車投票券買戻時効収入２０万円です。４目入場券発

売副収入、１節入場券発売事故収入は、１，０００円です。次に１款２

項１目１節雑入４億２，９２３万９，０００円について説明します。オ

ートレース活性化推進事業助成金６００万円は、本場の売上向上対策事

業及びグレードレースの払戻率可変化に係る広報費用に対する助成金で

す。雑入は１０６万円計上しております。主なものは、場外場の川口場

従事員の健康保険料印紙代の個人負担分１００万円になります。また、

場外発売事務協力収入を４億７１７万９，０００円計上しており、これ

は場間場外発売予定の３５７営業日について、場外発売を行った節の売

上合計金額にあらかじめ定めた率を乗じて得た金額を合計したものです。

選手会部品庫会計貸付金返戻金１，５００万円は、年度当初に貸付金と

して支出したものを、年度末に返戻精算するものです。次に１２ページ、

１３ページを御覧ください。１款３項１目１節土地建物貸付収入４４９

万６，０００円です。土地貸付収入として１万５，０００円、建物貸付

収入の４４８万１，０００円です。２目１節利子及び配当金は、２万３，

０００円で、小型自動車競走事業財政調整基金預金利子を４，０００円、

小型自動車競走場施設改善基金預金利子を１万９，０００円計上してお

ります。２款１項１目１節山陽小型自動車競走場施設改善基金繰入金に

ついては、スタンド棟等の基本設計・実施設計委託料に充当するため５，

０２１万円計上しております。３款１項１目市預金利子は、１万円計上

しております。次に、歳出の詳細について、御説明いしたします。１４

ページ、１５ページを御覧ください。１款１項１目一般管理費７，７５

９万８，０００円は、一般管理業務に要する費用で、２節給料１，５９

９万２，０００円は職員４人分の給料です。３節職員手当等は、９０９
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万３，０００円、４節共済費は、５３５万３，０００円です。９節旅費

１８０万円と１０節交際費１０万円、それから１４節使用料及び賃借料

２１万１，０００円のうち、通行料を４万３，０００円計上しています。

機械器具借上料１６万８，０００円は、公用車のリース料です。１９節

負担金、補助及び交付金は、職員福祉費２万４，０００円、２５節積立

金４，５０２万５，０００円で、小型自動車競走事業財政調整基金積立

金は、利子分５，０００円を、山陽小型自動車競走場施設改善基金積立

金は、４，５０２万円を計上しております。なお、この財源は、利子分

と重勝式の収益によるものです。次に、１６ページ、１７ページを御覧

ください。１款２項１目事業費２７億１，２９４万８，０００円につい

て説明します。３節職員手当等３３８万９，０００円、４節共済費５２

５万円、７節賃金４，２３０万円は、本場開催に伴う受託場外場の発売

に係る費用です。１１節需用費は１７万円で、１２節役務費２，２４１

万９，０００円のうち、保険料３３万２，０００円は、昇降機賠償責任

保険料、車両・建物共済保険料です。ほかに競走車運搬費を１，７４７

万８，０００円計上し、銀行業務手数料は、本場分の現金取扱手数料と

して４５９万９，０００円計上しています。次に、１３節委託料１４億

２，２９０万円のうち、設備保守委託料は、自家用電気工作物保安管理

業務委託料で１００万２，０００円、発売業務委託料は、重勝式発売に

係る日本写真判定㈱に支払う委託料で２億４４７万３，０００円、包括

的民間委託料は、日本写真判定㈱との契約により、６億２，０００万円

を計上しております。場外発売運営委託料１億５，０７６万６，０００

円は、平成２８年２月１９日に開設したオートレース宇部と同年１２月

９日に開設したオートレース笠岡に対する運営委託料です。選手宿泊管

理委託料は２，８０３万１，０００円計上しております。競走会業務委

託料２億７８３万３，０００円は主に西日本小型自動車競走会への業務

委託料です。電話投票業務委託料は、３，５９１万２，０００円です。

インターネット投票業務委託料１億７，４８８万３，０００円は、民間

ポータル会社３社にインターネットでの車券発売を委託することによる

業務委託料です。１４節使用料及び賃借料１億１，８１３万３，０００
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円は、リース料の支払いなどです。リース料の支払いについては、平成

２５年度に各年度平準化し、ＪＫＡ交付金猶予分の支払いがある平成２

８年度と２９年度については、半分の額で調整いたしましたが、平成２

９年度をもってＪＫＡ交付金猶予分の支払いが完了したため、このリー

ス料につきましては、平成３０年度からは、本来の支払額となっており

ます。１９節負担金、補助及び交付金１０億９，５７８万６，０００円

のうち、選手参加旅費は２，４００万円を計上しています。また、選手

共済会分担金を１，２３３万８，０００円計上しています。電話投票セ

ンター運用経費負担金は、５，６５９万２，０００円計上しております。

ＪＫＡ交付金１億８，８６５万円は、通常開催による交付額に重勝式に

よる交付額を含めた額です。開催場負担金は、重勝式発売の売上げの率

による開催場に対する負担金１，１９７万７，０００円です。次に、１

８ページ、１９ページを御覧ください。特別拠出金は、これも重勝式発

売の売上げの率による全国小型自動車競走施行者協議会に対する拠出金

１億６，１８７万４，０００円です。場外発売事務協力費は６億３，４

１９万３，０００円です。山口県暴力追放運動推進センター賛助金は３

０万円を計上しています。公営競技納付金１万円は前年度と同額を計上

しています。全国小型自動車競走施行者協議会負担金は、５８５万円計

上しております。電気料金負担金は、２，０００円計上しています。２

２節補償、補塡及び賠償金６０万１，０００円は補塡金を、また２７節

公課費２００万円は、消費税及び地方消費税を計上しています。２目賞

典費は、８節報償費で、選手賞金５億２，１０４万４，０００円を計上

しています。３目勝車投票券払戻金、２２節補償、補塡及び賠償金、勝

車投票券払戻金は、重勝式の関係も含む６８億３，３５０万円です。４

目勝車投票券返還金、２２節補償、補塡及び賠償金、勝車投票券返還金

は１億６１４万４，０００円で、重勝式の関係も含む額です。５目公営

競技対策費、２１節貸付金、選手会部品庫会計貸付金１，５００万円は

前年度と同額の計上です。次に２０ページ２１ページを御覧ください。

６目施設改善費６，５２１万円は、１３節委託料で、スタンド棟等の基

本設計・実施設計委託料として５，０２１万円計上しております。また、
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１５節工事請負費で、市の公共施設の修繕や改修を行う地域公益事業と

して１，５００万円を計上しています。２款１項１目利子２３節償還金、

利子及び割引料３０万円は、場外発売に伴う払戻準備金などの他場の資

金の一時借入金利子を計上しています。３款１項１目予備費として、３，

２２１万２，０００円を計上しております。以上、歳入、歳出それぞれ

１０３億６，３９５万６，０００円を計上しております。次に、資料の

説明をいたします。資料を開いて１ページを御覧ください。平成３１年

度の本場開催レースの日程ですが、前年度平成３０年度の開催日数と同

じ４８日となっています。特色としては、飯塚場が７月から９月にかけ

て走路改修を実施することから、例年３月に開催しております、本市の

最もビッグレースである特別ＧⅠ共同通信社杯プレミアムカップを９月

に開催いたします。なお平成３２年度以降は、例年どおり３月の開催に

向け、各施行者並びにＪＫＡに調整をお願いしております。また、これ

も飯塚場の走路改修の関係で７月から９月に普通開催が４節、１３日と

集中しております。ＧⅠレースは、４月の平成チャンピオンカップと１

２月のスピード王決定戦です。休日開催においては、レース自体の企画

や多彩なイベント等の工夫によって、入場者増並びに売上増が見込まれ

ると考えております。また、先ほど御説明いたしました９月での特別Ｇ

Ⅰプレミアムカップにおいても、初日土曜日・２日目日曜日・３日目祝

日の３日間の休日を含む開催となりますので、これらも売上増に大きく

つながると考えております。こうした日程調整は、ＪＫＡや他の施行場

との度重なる協議によるものであり、今後、更に連携を深めて、業界全

体での活性化に取り組んでまいります。また、競輪場外場のサテライト

における発売箇所の拡充においては、平成２４年度では２か所であった

ものが、平成３０年度当初は、全部で２８か所まで増加し、現在は、更

に３か所増え、全国で３１か所になっています。こうしたサテライト場

での販路の拡大についても、業界全体の取組として、今後も更に進めて

まいります。場間場外発売レースの開催日数は、３０９日となりますが、

併売の日数が５６日ありますので、場外受けの日数としては３６５日と

なります。したがいまして、３の総営業日の日数は、２の場外発売３０
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９日と本場の４８日を加えて、３５７日となります。次に、重勝単勝式、

当たるんですの開催ですが、平成３０年度の見込みを踏まえて、ミニの

５００円は本場で１０１回、場外時に６７５回の成立、メガの３，５０

０円は８回の成立で予算を計上しております。合計で１７億３９３万６，

０００円となり、１の本場開催の売上額８０億５，５８４万７，０００

円に、返還金１億６１４万４，０００円を加えた、合計９８億６，５９

２万７，０００千円が、予算書にお示しした勝車投票券発売収入となり

ます。次に資料２ページを御覧ください。開催に係る収支の歳入につい

ては、勝車投票券返還金１億円含む勝車投票券発売収入８１億５，５８

４万７，０００円、場外発売協力収入４億７１７万９，０００円などの

①歳入合計８６億３６４万３，０００円になります。歳出については、

勝車投票券払戻金、ＪＫＡ交付金などの②義務的経費５８億１，５９３

万８，０００円、競走会業務委託料、場外発売事務協力費、選手賞金な

どの③開催経費２１億４，５７６万３，０００円で、⑤の包括的民間委

託料は、日本写真判定㈱との契約により、６億２，０００万円となって

います。市への収益保証は、下の開催外に係る収支の⑦の括弧書きで示

していますが、６，０００万円となっております。その開催外に係る収

支としては、施設改善基金の繰入は、小型自動車競走場スタンド棟等整

備事業である基本設計・実施設計委託料へ充当する額５，０２１万円の

予算としています。次に、その下の重勝式に係る収支ですが、さきほど

説明したとおり、⑩で歳入の勝車投票券発売収入は、返還金含めての１

７億１，００８万円万なり、それに係る歳出として、⑪で勝車投票券払

戻金１１億９，２７５万６，０００円、ＪＫＡ交付金１，３４６万６，

０００円、発売業務委託料２億４４７万３，０００円、開催場負担金１，

１９７万７，０００円、特別拠出金１億６，１８７万４，０００円など

の支出があり、また、施設改善基金へ４，５００万円の積立を行い、そ

れに伴う収益が、予算上として７，４３９万円となっています。小型会

計歳入歳出の全体の収支として、３，２２１万２，０００円となり、リ

ース料の支払い７，６７１万３，０００円の債務解消を含めた、２つの

債務解消額は、１億８９２万５，０００円となります。最後になります
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が、資料３ページ、４ページを御覧ください。平成２９年度の全場の売

上状況と、今年度平成３０年度の２月までの全場の状況であります。山

陽場としては、今月の２１日（祝・木）から始まります特別ＧⅠプレミ

アムカップの売上げによりますが、今のところ約１３億円を確保できれ

ば、重勝式及びミッドナイト試行開催の売上げを含め年間合計約９４億

円から９５億円に近い売上げになると見込んでおります。  

 

中村博行委員長 ざっと流して説明していただきましたので、まずは予算書の

ほうから審査に入りましょう。予算書を追っていきます。２、３ページ

はいいですか。総括的なものです。４ページが歳出の総括ですが、７ペ

ージありますか。 

 

河﨑平男委員 歳入歳出予算書の明細書がありますが、３０年度と比較して３

１年度の特徴はどんなところですか。 

 

上田公営競技事務所長 大きな特徴としては一言で言えば、４８日の本場開催

の売上額はほぼ同じ８５億円台になっております。重勝式の部分が新年

度予算では、１億５，０００万円でした。その後、増額補正を去年１２

月にしましたけど、今回は新重勝式が１７億円ということで新重勝式に

関わる発売収入というのが大きく加わったことで大きな特徴としては、

それが一番大きいというふうに捉えております。 

 

河﨑平男委員 新重勝式の発売収入が大きい、特徴があるということ理解して

もいいですよね。 

 

中村博行委員長 それでは次のページにいきましょう。歳出の部分。（「なし」

と呼ぶ者あり）それでは歳入からいきましょう。１０ページから。１０、

１１ページで何かありますか。 

 

河﨑平男委員 車券売上げというか事業収入の配分比率というか、例えば法律
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で決まっている払戻金は７０％にせんといけん。それから、開催経費、

選手賞金に何％、交付金に何％、それから、施行者の収益がなんぼとか

配分比率は分かりますか。 

 

上田公営競技事務所長 主に払戻金というのは７０％ということで、小型自動

車競走法で定められたものでありますし、今回は歳入しか出ておりませ

んが、資料の２でいきますとＪＫＡ交付金、１号、２号、３号とありま

すが、法律に基づく計算式に基づく額であります。この辺も大体の率と

いうのが出ておりますので、その辺について説明いたします。 

 

大下公営競技事務所副所長 よろしくお願いします。資料の２ページ。開催収

支を表した部分なんですけども、一番上の開催収支の表でそれぞれ何％。

例えば費用で占めていると申し上げますと、例えば、②の払戻金を①の

本場開催発売金。これは返還金を１億含んでいますので８１億５，５８

４万７，０００円から１億円を引いたのを分母にしていただいて、払戻

金は約７０％。ＪＫＡの法定交付金については約２．２％です。③の選

手にお支払いする賞金は約６．５％。歳出大部分を占めます③の開催経

費の一番下のその他の開催経費。８億３，０５２万６，０００円を８０

億５，５８４万７，０００円で割ると１０．３％。およそこうした数字

になっております。 

 

河﨑平男委員 以前は大体配分比率が１０％くらいの収益ということがあれば、

これからすると収益保証が６，０００万円で計算したらいいんですか。

残りの３０％で計算すると市の収益率は６，０００万円で計算すればい

いんですか。 

 

上田公営競技事務所長 予算上は市の収益で言えば６，０００万円になります

けどあくまでもこの６，０００万円から市の職員の給料とか地域公益事

業として、大体残る１０００万から２，０００万円程度が累積債務に解

消される額に充当される額になります。まだ民間委託をしてない直営の
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頃の考え方との包括的民間委託になってからはそういう考え方というの

が変わってくるとは思いますが、先ほど河﨑委員が指摘されたように交

付金とか、私たちもいろいろシミュレーションしていく中で交付金は大

体２．２％。その他は事務協力費もいろんな経費の節減とかいう部分で

率は変わってきますけど、賞金も大きな開催のＳＧとかやればまた大き

く変わってくると思いますけど、今ずっと特別Ｇ１は行っておりますの

で、それを続ける限りは大体これくらいの率。賞金は払戻金交付金とか

は売上げに基づいて額が増えていきますけど、賞金は一緒なので、その

辺で売上金が大きく変われば率は下がってくるというふうに考えており

ます。 

 

中村博行委員長 それでは予算書に戻ってもらって１０、１１ページ。資料も

もらっていますので、それと合わせて見られたら分かると思います。１

２、１３ページ。いいですか。 

 

奥良秀委員 ３項の財産収入１目の財産運用収入の比較が２６４万６，０００

円になっているんですが何か原因がありますか。 

 

大下公営競技事務所副所長 これつきましては、主には今３団体場内に食堂が

入っていらっしゃいます。昨年の９月ですか。私たちも要綱に基づいて

貸付収入をいただいていますけども、ここ数年売店を利用される方が非

常に少ないということで家賃の減額をさせてほしいと。食堂が成り立っ

ていかないと、本場にしろ、場外にしろ、来られるお客さんに影響を多

大に及ぼしますので建物貸付収入の減額措置を採らせていただきました。 

 

中村博行委員長 １４、１５ページいきましょう。１６、１７ページ。 

 

河﨑平男委員 事業費の中で駐車場の利用ということで、埴生地域の生鮮食料

品が買えない中で、駐車場を利用して問題解決にならないかということ

で、市としての考えはどのようになっているんですか。地域貢献として
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市としてやらなくてはならないんじゃないですか。 

 

古川副市長 このオートの地域貢献と言いますか、地域公益事業ということで

本会議の中でも御説明いたしましたが、本来一般会計に繰入れるべきオ

ートレース事業なんですが、それができないということでその中で少し

でも地域での貢献ということで公の施設なり福祉施設に少しでも還元と

いう形で、こういうような制度を作っておりまして、今、河﨑議員さん

が言われるのは、埴生地区のお医者さんがいないとか、あるスーパーが

撤退したんで、その辺の対応というのは、オートでの対応ではなくて、

駐車上も借り上げているところでして、オート事業での対応ではなくて、

産業建設常任委員会の中でそういうような地区に、有帆地区もそうです

がスーパーもない地区もございますので、その辺は全体的に考える必要

があると考えているところでございまして、先日、一般質問か何かの中

で埴生地区のお医者さんがいないということも、福祉部長もいろんな医

師会との協議とかということも投げ掛けておりましたが、オートでとい

うのではなく市全体での問題で、取り上げるべきだろうと考えます。ち

ょっとここにはなじまない問題と思います。産建のほうでもそのような

商業施設のことは検討していただけたらと思います。 

 

河﨑平男委員 そういった中でこの民間の委託料とかある中で駐車場の利活用

が問題にずっとなっておりますよね。そういった中で利活用する中では

移動マーケットとか移動の医療出張診療所とかそういうものもできない

かというような意見もたくさんあるんですよ。そういった中でやっぱり

市としてそういうことは考えられないかということで、お尋ねしたんで

すよ。例えば中村売店と協力してあそこに移動マーケットを作るとか。

そういうものもどうだろうかということで、ちょっと案として投げかけ

たわけです。要望です。 

 

上田公営競技事務所長 今の河﨑委員が言われたようにいろんな地域への貢献

ということも山陽オートで大事にしておりますので、大きい駐車場の第



54 

 

５駐車場は先ほど副市長が言いましたましたとおり、借地ということも

あって目的の部分がちょっと慎重にならなければならないとこもあるん

ですが、例えば上のほうの池辺りの駐車場はほぼ市の駐車場であります

ので、そういったところで、何かできるのかなと。本場開催の多いとき

には影響のないように今回の特別Ｇ１ではないんですけど、他の大きい

レースではよく野菜市。野菜を１００円か２００円で売る分もあって、

結構お客さん来るんです。だからそういった部分での可能性っていうの

が、お客さんもそれだけで来てくれる可能性もあるので、この辺は日本

写真判定といろいろ協議しながら、上の駐車場も平日でもほぼ埋まりま

すけど、時間帯も考えながらすれば何らかの対応ができる可能性があり

ますので、その辺はせっかくの提案ということでまたいろいろ協議して

きたいと思います。 

 

岡山明副委員長 駐車場の関係ってことで確認するんですが、駐車場が借地に

なっているという状況で全体で幾らあるか分かりますか。 

 

上田公営競技事務所長 これまでも説明してきたとおり、１，０００万円前後

だと思うんですが。 

 

岡山明副委員長 正式になんぼありますか。 

 

上田公営競技事務所長 済みません。約９２０万円です。 

 

岡山明副委員長 あそこは第１から第５か６ありますよね。そのうち９２０万

円が該当する借地はどの駐車場ですか。 

 

上田公営競技事務所長 一番東側の第５駐車場。それからちょっとその西側に

あります、住宅寄りの第２駐車場ですね。それから第１駐車場。これは

競走会の人のものになりますけど、それと第４駐車場といって少し小さ

いとこがございますが、これが駅の下のところにございます。だから番
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号で言えば１から５番目の駐車場が借地というふうになっております。 

 

岡山明副委員長 そういう状況で予算書の中でどの部分に９２０万円が計上さ

れていますか。 

 

上田公営競技事務所長 これまでも説明してきましたが、包括的民間委託の中

にこれは入っておりますので委託料の中というふうに考えていただきた

いと思います。 

 

岡山明副委員長 包括的民間委託の中で９２０万円が入っている。これは市が

負担するべきものではないんですか。開催経費に含まれているという状

況なんですが、駐車場は市が貸した部分の状況で委託先に求めるという

のは、どうかなと思うんですけど、市が駐車場の料金を払ってもおかし

くないような感じがするんですけど、それを確認したいんですけど。 

 

上田公営競技事務所長 これは契約の中でうちが一方的に決めたことではなく

て開催収支の中ということで、包括的民間委託の中に含めるという中の

協議で今ここに来ていますので、平成２９年度から再委託して５年間な

にもなければ更に５年というふうに契約なっておりますので、引き続き

こういった数字でやっていきたいと思います。借地についてはこれまで

も言っておりましたが、新しい事業も進む中でいろいろ基金を積立てて、

駐車場の活用も踏まえながらこういった改善措置っていうのは努めてま

いりたいというふうに考えております。 

 

岡山明副委員長 補正予算で１２億何千万円という収益が上がってきていると

いう状況の中で、いつまでに借地という負担を解消するか、第４駐車場

が小さいということで少しずつ購入するか、ある程度の形を明確にして

いく方向性というのは今回の補正予算の中にも計上するような、そうい

う形を進るべきではないかと思うんですが、その辺もうちょっと確認し

たいんですけど。 
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上田公営競技事務所長 今すぐにいっていうのは、なかなか私たちは考えてい

くべき問題とは思いますが、新しい事業をようやくここまで完成してや

ってきた中で新年度に向けていろんな措置をやっていこうというふうに

考えております。いろいろスタンド等も改修しなければならないし、積

立金を行う中で今はだいぶ古くなっております、管理区地区のいろんな

建物の改修。それから売上げを伸ばすために走路改修も定期的にやって

いかなければならないということがございますので、そうしたことも踏

まえながら、まだ新しい事業も本格的に始まったわけではないので、そ

ういうことを踏まえた中でちゃんと考えていけるようには努力したいと

いうふうに思います。 

 

水津治委員 １７ページの３節、４節、７節の職員手当等共済費などの賃金。

関連していると思うんですが、報酬は何人ぐらいの方にどういった支払

いをしているか教えてもらえますか。 

 

大下公営競技事務所副所長 ７節の賃金につきましては、まだ川口場は直営で

すので、４８日間の主催レースのときには川口市のレース場の従事員さ

んは市長が雇用した形になっております。その賃金をお支払いしていま

す。１日平均３０人程度だったと思いますけれども。 

 

水津治委員 ４節の共済費の説明で健康保険印紙というのがありますがこれは

何ですか。 

 

長村公営競技事務所主任主事 今、大下副所長が申し上げましたように川口場

の従事員さんが日雇いで従事されている関係で、実際に出られた実績分

の健康保険印紙として日雇いに関して印紙をお渡ししするという形で川

口場にうちで購入したものをお送りしています。川口市と従事員さんと

の関係に基づくものでうちの開催なので山陽小野田市で購入してお送り

しているという状況です。 



57 

 

 

中村博行委員長 それでは１８、１９ページ。 

 

河﨑平男委員 この地域公益事業についてお尋ねしますが、具体的に何に充当

されるのですか。 

大下公営競技事務所副所長 ３０年度、完了してない地域公益事業もございま

すけども、主には市の社会福祉施設の建物の修繕等、あるいは小学校中

学校の電話の交換機等の修繕に地域公益事業をやっている状況です。 

 

河﨑平男委員 そういった中で実施後のいつも問題になっているんですが、実

施後の啓発、特に公費を使ってやられておるということで、随分たくさ

んの賛成意見がある中でもうちょっと市民の方に知らせてはどうかとい

う要望等が出てくるんですよ。ぜひ承知していただきたいなっていうふ

うに考えます。 

 

上田公営競技事務所長 これまで２回ぐらい、広報の面積は少なかったかもし

れませんが、御指摘されたとおり広報すべきものと考えております。地

域公益事業をこれだけやっています。平成３１年度も額を増やしてとい

うことでこういったアピールすることがオートレース事業のアピールと

いうか存在意義にもなりますので、それはちゃんと重要視してしっかり

うちの広報に載せたいというふうに考えております。 

 

中村博行委員長 これについて本会議場でも質問があったんですが、これは国

のほうで採択要件とかいろいろあって出されているという理解でいいで

すか。 

 

上田公営競技事務所長 この地域公益事業は山陽オートの独自の事業になりま

すので、本会議で出たＪＫＡ交付金の補助事業、これについても今日そ

れこそ午前中はこの公営競技事務所内で話をしたんですけど、やっぱり

ＪＫＡ交付金の補助事業についてもアピールできるように、私もちょっ
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と本会議で少し説明が不足していたんですが、いろんなＮＰＯ法人とか

それから社会福祉法人とかあります。市の関係だけでなくていろんな申

請者の条件も広がってきているとふうに思っておりますので、そうした

ところはこの地域公益事業とできれば一緒にそのＪＫＡ交付金のこうい

ったものがありますよっていうのを広報していきたいと、それが大事だ

というふうに思っております。 

 

中村博行委員長 ここの部分は市の公的な施設を中心に市のほうが決められて

いるということですね。要望等があるんですか。 

 

上田公営競技事務所長 うちのほうが予算を執行委任といいますか、一般会計

のほうに出すんですけど地域公益事業の採択については企画部の企画政

策課のほうが、各課がいろんな予算要求とか要望を整理する中で、最も

ふさわしいものをちゃんと審査して決めている事業でございますので、

その辺は全体の関係も考慮して決めている事業でございます。 

 

中村博行委員長 １９ページの終わりから２１ページまでいったんですが、そ

こまででほかに。 

 

岡山明副委員長 地域公益事業が１，５００万円で金額的にはどういうはじか

れ方をされていますか。例えば今回予想以上に売上げが上がってきてい

ると。そうなると公益に対する予算額も収益にあった金額を支出する状

況ではないんですか。 

 

上田公営競技事務所長 地域公益事業については重勝式の売上げも含めてかな

り上がってきております。そうしたところを踏まえて、売上げが上がる

からには、累積債務もありますが、地域公益事業もある程度考慮する中

で増やしていくべきではないかと。今回重勝式もかなり売れてきている

ところもあって、平成３０年度１，１００万円の予算でしたけど、その

辺を踏まえて１，５００万円以下の考え方もあったんですけど、ここは
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予算としては１，５００万あげて地域に貢献していくべきではないかと

いうところできておりますので、今後はこの額がどうなるというのは、

前向きに考えてやってきたいと思います。この辺は簡単に売上げに比例

するものではないかもしれませんが、そうした協議の中で決めていきた

いというふうに考えております。 

 

岡山明副委員長 じゃあそういうことで現状に関してはそういう売上げに対し

て比例的なそういう状況の割増しという規定は今のところないというこ

とですか。ある程度企業の方でもやると。金額が今まで１，１００万円

が１，５００万円に増額するという形で計画的なそういう金額っておか

しいけど、その増額がまだ決まってないというのが現状ということです

ね。いろいろ状況があるんでしょうけど、今としてはそういうマニュア

ルに沿った売上げは幾らあれば、売上げの何パーセントとそういう明確

な形はまだ取れてないということですね。 

 

上田公営競技事務所長 明確な率ではなくて一般会計の状況等を踏まえてそう

したところで協議しながら決めているという現状です。だから重勝式の

売上げの状況もあったので今回新年度で１，５００万円を計上している

わけで、今後はただいろいろすべきことも出てきておりますので、また

運用の仕方は変わってくるかもしれませんが、出来るだけこの額は維持

していきたいというふうには考えております。 

 

河﨑平男委員 関連質問でありますが、その執行委任って言われておりました

けど、本来なら企画政策課がどのくらいの割合で、権限持っているんで

すか。 

 

古川副市長 執行委任と言いますか、先ほど申しましたようにオートのほうが

社会に貢献するということの表し方で事業を決めるのは、なかなか事務

所でも決め難い。やはり企画財政の方はいろんな各課から公の施設の修

繕とか社会福祉施設のこういうのをやってほしいっていう情報をたくさ



60 

 

ん持っておりますので、どれがふさわしいかっていうのを精査するのは

企画財政サイドがしておるということで御理解いただけたらと。本来で

すと公営事務所のほうがやるのが筋かもしれませんけど、そこまで情報

が入っておりませんので、企画で吸い上げたものを一緒になって私ども

入りまして、どれがふさしいを精査して予算配分しているということで

御理解いただけたらと思います。 

 

中村博行委員長 予算書のほう全般で、なければＡ３の資料に入ります。 

 

水津治委員 ２１ページに設計委託料５，２１０万円というのがありますが、

たしか平成３０年度に２，０００万円近い設計委託料の予算提案があっ

て協議された記憶があるんですが、それとこの設計委託料の関係を教え

てもらえますか。 

 

上田公営競技事務所長 平成３０年度で予算措置が２，１４０万円あって、債

務負担行為が３１年度の予算組んで５，０２１万円含んでおります。予

算合計７，１６１万円。これが入札に関わる部分の予算でありまして、

結局、平成３０年度、先日２月に契約しまして、その入札で結果が出た

のが２，６４６万円ということで残りの前払い金を除いた残りの２，８

５６万円がこの予算の中５，０２１万円から支払うということになりま

すので、予算としてこの５，０２１万円残っているのは、平成３０年度

に予算した分と債務負担行為を入れた７，１６１万円ということになり

ます。 

 

中村博行委員長 資料の１ページ目を全部いきましょう。 

 

河﨑平男委員 この開催に係る日程表は出来ているんですか。出来ていたらも

うすでにこういう日程案が出ておりますが、他の皆さんに知らせたらど

うなんですか。 
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上田公営競技事務所長 一応予算措置として書いておりますが、これも一応予

定ってことで、今公表されているのは平成３１年度の４月から９月末ま

でで１０月以降はまだ公表されておりません。これは資料としてもアッ

プされますけども、あくまでも予定というところで解釈をいただきたい

と思います。大きいレース、特別Ｇ１等、ＳＧは３月までの分は公表さ

れておりますけど、普通開催と部分についてはちゃんと正式に公表して

いるのは前期だけというふうになっております。日程ポスターも各所で

貼っておりますけどそういう状況でございます。 

 

中村博行委員長 ６か月というスパンですね。次２ページ。トータルの負債額

はあとやりましょう。３ページ。これは平成２９年度ですが、４ページ

の３０年度の比較で見てください。主には４ページのほうになりますか

ね。入場者の年齢はそんなに変わりませんか。ネットや重勝式やミッド

ナイトされているのでひょっとしたら若い人が増えるかという気がする

んですが。 

 

上田公営競技事務所長 今のところずっと６０代７０代含めた５０歳以上の方

で八割方近い方がいらっしゃると思います。ただ最近はいろいろＪＫＡ

も民間ポータル含めて電話投票の状況を見ていると、昼間の開催はある

程度年齢高いんですけど、特にネット投票中心になると３０代４０代が

多い。私たちもそのデータを見てびっくりしたんですけど、３０代４０

代の方が７割、８割を占めるというところの状況はかなりあります。 

 

中村博行委員長 そういう人が増えてくればいいですね。 

 

藤岡修美委員 入場者に絡んだちょっと提案というか、以前委員会で現地視察

した時に河合部長には若干お話したんですが、観光客というか韓国から

のお客を案内してという話をしたらなかなか券を買うのが難しかろうと

いうお話もあったんですけど、オート自体を観光資源と捉えて、例えば

埴生地区でいうと花の海のツアーに組み込んでもらったり、掛け合った
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りですね。ギャンブルで嫌う人もいるかも分かんないですが。僕も議員

になるまでオートは全然興味なくて、現地で実際の車が走るのを見たら

結構面白いなとも思ったので、その辺りを観光資源と捉えて入場者数を

増やすことはいかがですか。 

 

上田公営競技事務所長 これについてはもともと、産業観光ツアー、今は地域

振興部になっていますけどそういったツアーを毎年、４、５年ぐらいは

続いていると思うんですけども、毎年２回ぐらい記念レース等をツアー

で組んで、それこそ花の海とセットになっていたりとか、山陽オートに

特化してオートの選手との一緒に食事するとか、そういったイベントも

ありますし、一番多かったのはそういった他の観光施設も一緒に回って、

かなり人気が高くて、でもそうはいってもいろいろ工夫しながら観光課

が主にこちらのほうの公営競技事務所と日写と協議しながらやってきて

おりますし、そうした部分は必要だと思いますし、先ほどの委員さん言

われましたとおり、他の韓国とか中国とかいうところも、業界の中での

協議もございます。一度日本写真判定の方が中国の関係者が来られたと

きに、実際車券が買えるかどうかというのはちょっと実験的にやってみ

たんですけど、想定外にかなり大変だったっていうところで、カードの

書き方とか出走表の見せ方とか、その後もいろんな反省会をしたんです

けど、どこの場もそういった部分はあるんですけど、工夫の仕方で意外

と難しいなっていうところがございますし、そうは言ってもこういった

インバウンドへの対応というのは、全場含めた会議とかＪＫＡ含めた会

議とかで上がってくる題材ではありますので前向きには考えていけるん

じゃないかというふうに思いますけど、いろいろやらなくてはいけない

こともございますので、そういうこともちゃんと踏まえていきたいとい

うふうに思います。 

 

藤岡修美委員 ぜひ取り組んでいただきたいのと、今、駐車場をどっちかいう

とマイナスなイメージで捉えるんですけど、あれだけの駐車場があった

らなんかすごいイベントできそうな気がして、逆にそれをプラスにとら
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えてそういった企画を打ち出す、車で来ていただいてＯＫですよとも考

えられるんじゃないかなと思うんですけどいかがですか。 

 

上田公営競技事務所長 今まではそういった利活用があったんですけど、この

昨今、いろいろマラソン大会もありますし、先日はリレーマラソンもあ

りました。今度は特別Ｇ１の中でぶちうまとかあると大体２，０００人

ぐらいで上の駐車場は一杯になります。３，０００人、４，０００人と

なってくると下の駐車場に止めないと止められない状況になってくるの

で、今度の３月２３、２４日の土日は、ぶちうまがあるということで恐

らく土曜日は４，０００人。日曜日はちょっと予測が付かないんですけ

ど、５，０００人とかとあれば、かなりあそこに止まるんじゃないかっ

て思いますので、これも山陽商工会議所の青年部というところの主催で

ございまして、今はそういったところで連携して今後も公営競技事務所、

それから日本写真判定、そしてそういった団体等でいろいろ連携して利

活用を増やしていきたいというふうに考えております。 

 

岡山明副委員長 内訳として今後ミッドナイトも出てくるんですけど、ミッド

ナイト、重勝式、それぞれあるんですけど、全部インターネットという

状況で私たち年齢層の集計を１回も見たことはないんですよ。そういう

意味でミッドナイトとか出てきたときにインターネットを経由して若い

人が多いというお話を聞いたものですから、そういうインターネット、

ミッドナイトも重勝式もどういう世代の人間がやっているか、そういう

部分もちょっとほしいなと今一瞬思ったんですが、今後ミッドナイトも

本格開催になるとその辺も分かれば今後を資料として出していただけば

と思ったんですけど。 

 

上田公営競技事務所長 この辺は本場の分とか難しい部分もありますけど、電

話投票にはオフィシャルと民間ポータルがございますが、そうした年齢

層っていうのはちゃんと説明できると思いますので、今ちょっと手元に

持ってないんですが、またの５月には繰上充用の件は、議案は上げなけ
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ればなりませんので、そうしたときに昼間からナイター含めた部分とか、

ミッドナイトという部分は先ほど説明した状況はちゃんと説明できるよ

うに準備していきたいというふうに考えております。 

 

河﨑平男委員 ミッドナイトの関連ですが、いつから本格導入をされる予定で

すか。 

 

上田公営競技事務所長 あくまでもこの新年度予算はまだミッドナイトの分が

入っていませんので補正のほうでできれば、説明いたします。 

 

中村博行委員長 それではあとやりましょう。それでは全般で資料と予算書で

あれば。いいですね。討論ありますか。（「なし」と呼ぶ者）討論あり

ませんので採決に移ります。議案第１８号平成３１年度山陽小野田市小

型自動車競走事業特別会計予算について賛成の方の挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

中村博行委員長 全員賛成です。したがいまして議案第１８号は可決すべきも

のと決しました。続きまして、４８号のほうにお願いします。はいそれ

では審査番号８番議案第４８号平成３１年度山陽小野田市小型自動車競

走事業特別会計補正予算（第１回）について説明を求めます。 

 

上田公営競技事務所長 議案第４８号平成３１年度山陽小野田市小型自動車競

走事業特別会計補正予算（第１回）について御説明いたします。今回の

補正の主な内容は、ミッドナイトオートレースの本格的導入に伴う補正

であります。１ページを御覧ください。第１条で、歳入歳出それぞれ１

２億６，５００万円を追加し、歳入歳出総額をそれぞれ１１６億２，８

９５万６，０００円とするものであります。まず、歳入の詳細について、

御説明いしたします。５ページ、６ページを御覧ください。ミッドナイ

トオートレースを本格的に導入し、予定ではありますが、２０日間開催
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することに伴い、１款１項２目１節勝車投票券発売収入を１２億６，５

００万円増額しており、１日平均６，２５０万円の売上げを見込んでお

ります。次に、歳出の詳細について、御説明いしたします。７ページ、

８ページを御覧ください。歳出では、１款２項１目事業費ですが、ミッ

ドナイトオートレースの本格的に導入に伴う必要な歳出の増額の補正で

あります。１２節役務費については、競走車運搬費を３１４万３，００

０円、銀行業務手数料を５７万６，０００円それぞれ増額しております。

また、１３節委託料では、設備保守委託料は、自家用電気工作物保安管

理業務委託料で９５万円、ＣＳ放送業務等委託料５，１４２万９，００

０円、オートレース関係団体に照明設備の運用を委託するため照明設備

運用業務委託料４，５００万円、選手宿泊管理委託料１，１０４万４，

０００円、競走会業務委託料５，９５３万４，０００円、電話投票業務

委託料６４８万円、インターネット投票業務委託料８，４４３万６，０

００円をそれぞれ増額、又は、新たに計上しております。次に、１９節

負担金、補助及び交付金は、選手参加旅費を４００万円、選手共済会分

担金を１１０万６，０００円、電話投票センター運用経費負担金を４７

１万１，０００円、小型自動車競走法に基づくＪＫＡ交付金２，７５０

万円をそれぞれ増額しております。次に２目８節報償費ですが、ミッド

ナイトオートレースの本格的に導入に伴う２０日間分の選手賞金として

６，５１５万４，０００円を増額しております。次に３目２２節補償、

補塡及び賠償金の勝車投票券払戻金を８億７，５００万円、４目２２節 

補償、補塡及び賠償金の勝車投票券返還金を１，５００万円それぞれ増

額しております。次に９ページ、１０ページを御覧ください。６目１５

節工事請負費につきましては、ミッドナイトオートレースの本格的に導

入に向けての照明の補足整備、競走車・消音マフラーの保管庫建設費等

として８６４万円を計上しております。３款１項１目予備費につきまし

ては、歳入、歳出の調整のため、１２９万７，０００円を増額しており

ます。次に、補正予算について、お配りしております資料について御説

明をいたします。資料１ページを御覧ください。この資料その１は、今

回の補正予算を反映したものとなっており、一番上の開催に係る収支、
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その下に開催以外に係る収支、次に重勝式に係る収支、最後に大きく丸

で囲んだミッドナイトレース開催に係る収支と大きく四つの囲みがある

と思いますが、ミッドナイトレース開催に係る収支以外の収支について

は、当初予算から増減はありませんので、今回の補正に係るものとして、

ミッドナイトレース開催に係る収支について御説明をいたします。ミッ

ドナイトレース試験開催に係る収支についてですが、⑬の歳入の発売収

入は、返還金１，５００万円を含め１２億６，５００万円を見込み、こ

の１２億６，５００万円から歳出の⑭義務的経費である払戻金、ＪＫＡ

交付金の合計９億２５０万円、⑮開催経費である選手賞金、返還金、先

ほど御説明したミッドナイトレースに係る開催経費の合計３億６，１２

０万３，０００円を差し引いた１２９万７，０００円がミッドナイトレ

ースに係る収益になります。補正後の小型会計歳入歳出の全体の収支は、

４つの収支、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄを合計した３，３５０万９，０００円とな

り、リース料の支払い７，６７１万３，０００円の債務解消を含めた二

つの債務解消額は、１億１，０２２万２，０００円となる見込みです。

次に資料２ページを御覧ください。ミッドナイトオートレース本格的導

入について御説明をいたします。まず、昨年の１２月補正の委員会でも

御説明いたしましたが、ミッドナイトオートレースの目的でありますが、

レース場にお客を入れず、無観客で実施するものであり、発売は原則イ

ンターネット投票等に限定されているため、固定経費を大幅に削減する

ことが可能で、収益性の高い事業としてオートレース業界全体で取り組

むことが決定されております。山陽場としても、累積債務の早期解消に

つながる新たな取組であります。次に、レースの発走時間ですが、１レ

ースが午後８時３０分頃、最終レースが午後１１時３０分頃となります。

なお、周辺住民の皆様を対象に、昨年１０月３１日に試行開催に係る説

明会を実施いたしました。その上で、周辺住民の皆様に音量等を確認い

ただくことを目的に、平成３１年２月１７日、日曜日～１９日、火曜日

の３日間と２月２２日、金曜日～２５日、月曜日の４日間の合計７日試

行開催を実施し、また、２月１８日月曜日には、実際に音量等を御確認

いただくため見学会を行い、試行開催終了後の２月２６日火曜日に音量
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調査結果、照明の影響等に係る報告会を周辺住民の皆様を対象に実施し

ました。その結果をもって山陽場においてミッドナイトオートレースの

本格的導入のため、補正予算を計上するに至りました。次に、参考の試

行開催の売上額について御説明いたします。１節目の２月１７日、日曜

日～１９日、火曜日の３日間の売上額は、２億２５４万円で１日平均６，

７５０万円、２節目の２月２２日の金曜日～２５日の月曜日の４日間の

売上額は、２億７，７２２万６，０００円で１日平均６，９３０万円、

７日間の売上額は４億７，９７６万６，０００円で、１日平均６，８５

０万円となっており、予算額は１日平均５，２００万円、７日間で３億

６，４００万円でありますので、実績は予算額を１億１，５７６万６，

０００円上回る結果となっております。２月の開催ということで雪、凍

結等の懸念もあったんですが、天候に恵まれたところで、このような結

果が出たところでございます。こうした状況をふまえてミッドナイトレ

ースの導入ということをふまえて３ページ、４ページで累積債務返済の

状況、今後の計画の方向性について示しております。３ページと４ペー

ジの違いは、当初から、ミッドナイトでは１日５，０００万というとこ

ろで、今回トライアルでは結果が出ておりますが、いろいろ考えていく

上で厳しい見方をした分の３ページ。それから４ページは、３１年度は

５，０００万円にしていますけど、今後売上増を見込まれることをふま

えた場合の２パターン用意しております。この見方は５，０００万円で

ありましても、今現在３０年度は上から見ていきますと今後の見込みで

はございますが、累積赤字額が１２億４，９００万円ということになっ

ておりますが１，３００万円の解消をしております。これはその次の次

の段のＪＫＡ交付金の猶予分の返済は終わっていますので、リース料の

返済がございます。そこの分の返済を払っても一番下に解消額が９，０

００万円ありますが、この９，０００万の原資となる債務解消額は１億

３，０００万円。その下から２番目にあります。重勝式の売上げが１４

億９，０００万円程度を見込んだとして、この１３０億３，０００万円

の施設改善基金の４，０００万円を積んで、残りの９，０００万円を累

積債務解消した場合約１，３００万円ぐらいはいけるんじゃないかとい
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う、計画で行っております。その後、３１年度３２年度というところで

５，０００万円の売上げであっても、ずっといきますと平成４７年度に

は全て累積赤字の解消を終了して三角になっておりますけど３００万円

の黒字が出てくる可能性になるというところでございます。だからミッ

ドの売上げも日数の確保にもよりますが、本格的に運用がちゃんと行わ

れるのが３１年度は整備もございますので、売上額は絞っておりますけ

ど３２年度以降は業界の目標に沿っていきますと、ずっとその後、４０

億円の推移でいっておりますが、それでいきましてもかなりそういった

ところを見込まれます。この中にはミッドナイトレース開催経費に係る

事業推進ってことで関係機関、ＪＫＡとオートレース振興協会との調整

によりまして、照明施設それから新しい施設の整備関係をこの中で調整

することによりまして、１０年間で１１億円、あるいは１３億円掛かり

ますが、それを行った上で上記のことができるという計画でございます。

もちろんそこに施設改善金積立、３０年度から４，０００万円、４，５

００万円とありますが、これがずっと下のほうに続いてきますと、途中

で走路改修、それから宿舎の改修、この中では年度凋落していますが、

その内容に数千万円程度下しながら解消していく。走路改修でも基盤整

備といいまして、根本から変えられない時期もございますのでそうした

ところも考慮していって、この計画となっております。今のトライアル

の実績を踏まえると、次の４ページにいきますと真ん中のほうから先に

見ていきますと、まだ平成３１年度は他の５，０００万円にしておりま

す。今の予測でいきますとかなりいくんじゃないかと思いますが、３２

年度から６，０００万円。それから１日平均が３６年度以降は７，００

０万円、８，５００万円というふうになっております。ようやく４３年

で１億円ですけど、この表を作る上でも実際は競輪でも一日 1 億円の状

況も出てるところから、もっと大きく売上げを出せる可能性もあるんで

すけど、この推移でいきましてもかなり先ほどと言いました施設の整備

関係も踏まえた中で、上に表題を書いておりますが、累積赤字解消基金

積立の加速化。そして早い年度にここではっきりと一般会計の繰り出し

の可能性的に変えておりますが、少なくとも４４年度、１４年後にはも
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う一般会計繰り出しができるんじゃないかというふうに考えております。

というのがやはりこの売上げのところも今やはり固定経費もかなり多い

部分がございますので、売上げが増えるとかなりの収益増になると思い

ますので、そういうとこを踏まえればこの計画というのはより加速化す

るというふうに思っております。当然下の方にも基金の積立額っていう

のが３ページよりはかなり多くなっております。特にいろんな施設整備

を行ったあと、平成４０年以降になりますとかなり施設改善基金の積立

ても増やすことによってこういった一般会計への繰出しの可能性ってい

うのは、より高まってくると思います。この計画というのが今回このよ

うに示しておりますけど３１年度の状況は３０年度状況を踏まえればよ

りかなり正確になってくると思います。昨年の５月の繰上充用のときに

も言いました、３０年度は、確実に累積赤字は減るというふうに言いま

したが、そういった部分は見込まれるというふうに考えております。こ

うしたとこでミッドナイトオートレースを進めることによって債務の解

消を進めるだけでなくて地域への貢献、それからまちづくりの貢献って

いうのを進めていきたいというふうに考えている所存でございます。以

上で説明を終わります。御審査のほどお願い申し上げます。 

 

中村博行委員長 説明が終わりましたので補正予算書からいきましょう。１、

２ページ。詳細はあとのほうでやりますので。３、４ページ。この辺り

からですね。明細の方からいきましょうか。歳入の方の５、６ページ。 

 

河﨑平男委員 先ほどの説明では２０日間予定しておるということでしたが、

本格導入の日程は、いつから入れるという状況ですか。 

 

上田公営競技事務所長 住民対応の後、議会対応、そしてその後整備していく

ことを考えていきますと、考えているのは半年程度掛かるというふうに

考えておりますので、今までない新しい施設でございますので、その状

況を踏まえて一応関係機関といろいろ計画しているのは、夏場辺りはで

きるんじゃないかということなので、その後の８月以降なるのか９月以
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降なのかできるだけ早い時期に設定できるように、また関係機関と調整

する中で日数を確保していきたいと思います。先ほども言いましたとお

り、特に前半の日程はもう公表されておりますけど、特に後半部分につ

いてはミッドナイトについては今回のトライアルもそうですけど、ぎり

ぎりになって日程を発表して、それでもこの売上げを確保できておりま

すので、ちゃんとその後日程を調整して、ちゃんと日数を確保できるよ

うにしていきたいというふうに思います。 

 

中村博行委員長 ミッドナイトで少し懸念されるのが、雨期と同様に夏の虫で

すね。この辺の対応は何か考えていますか。 

 

上田公営競技事務所長 今回借りたのは飯塚場にある可動式の照明っていうこ

とでメタルハライドと言われる水銀灯の一種です。余り飯塚場のことを

言ってもちょっとあれなんですが、虫が来て、その虫を目指して今度は

鳥が来るという状況であったんですが、今回は２月であるということで

虫も鳥も来なかったんですけど、今後本格導入になればＬＥＤ照明にな

りますので、農作物に影響を与えるとかそういうことも踏まえて、虫へ

の影響もないというふうには考えておりますので、虫が寄りにくい、ほ

とんど来ないというふうに考えておりますので、その辺はちゃんと対処

できるかと思います。 

 

水津治委員 このミッドナイトの民間委託料には反映されるんですか。 

 

上田公営競技事務所長 これは日本写真判定とも協議もしておりますが、今回

のトライアル、それから３１年度についても一応別契約という形を取っ

ております。まだまだ運用に向けてまだ準備期間というふうに思ってお

りますので、その辺は今後協議することがあるかもしれませんが、どち

らにしても今の包括的民間委託とはまたちょっと別な形を取るようにな

ると思います。 
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中村博行委員長 そしたら７、８ページありますか。歳出全般で。 

河﨑平男委員 勝車投票券の関係で返還金は７日間であったんですか。 

 

長村公営競技事務所主任主事 試験開催の７日間は確か最終日だったと記憶し

ているんですけども、２月２５日欠車がございまして返還金が発生して

おります。（「幾ら」と呼ぶ者あり）済みません。お待たせしました。

返還金額は１５，２００円です。 

 

中村博行委員長 本命じゃなくて良かったね。 

 

河﨑平男委員 この返還金が２０日間で１，５００万円。どのように考えてい

ますか。 

 

上田公営競技事務所長 これは枠取りのようなもので、返還金はないように願

っているとこなんですが今の本場開催の部分の関係とかその１レースで

不成立があると予算上困ることがありますので、そういった部分でも一

応予算は組んでいることございますので、ないのに越したことはないん

ですけど、そういった部分で返還金というのは常にちょっと多めにはな

っているんですけど、多めに考えているという訳ではなくて、枠として

考えておきたいというところです。 

 

水津治委員 消音マフラーは、購入の準備をされると思うんですが、予算はど

こで。 

 

上田公営競技事務所長 マフラーについては今いろいろ考え方がございまして、

今後の中で今回トライアルである程度収益が出た分もございます。その

収益を財源にして今回いろんな倉庫も整備するところもございます。今

後３１年度日数を確保できたら消音マフラーも確保したいと考えており

ますけど、実はちょっと先ほど言いました関係機関ＪＫＡオート振興協

会、そういうところもある程度調整できるというふうに考えております
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ので、できるだけそういう部分で対応できるように協会含めて、今これ

までいろいろ説明しましたけど、山陽場だけが考えているのではなくて

業界ぐるみで考えてくれるので、常にこういった部分は業界といろいろ

調整しながら考えておりますので、そういった部分で消音マフラーを早

めに整備して、ナイター施設の整備ができる前にちゃんと確保していけ

るように準備していきたいとふうに感じております。 

 

中村博行委員長 新しく消音マフラーって大体どのくらい掛かるんですか。一

台で。ちょっと高いように聞いていますけども。 

 

長村公営競技事務所主任主事 今、川口と飯塚で使用しているんですけど、私

が聞いた中では一本２０万円ぐらいだというふうに認識しております。 

 

岡山明副委員長 今回は住民の方の調査っていう形で見たんですけど、そうい

う状況の中で二つ、騒音問題と照明問題。騒音に関しては消音マフラー

と言われたんですけど、その時にその辺をまとめられた、そういう状況

と思うんですけど、騒音についても測定値じゃないんですけど、消音マ

フラーも劣化すると思うんですけど、劣化したタイミングを確定すると

いうか、新品と走った後で状況が変わってくると。マフラーの劣化の判

断基準を持っていくかという話も出たと思うんですよ。消音マフラ－が

新品だから１年間もつかと、そうじゃなくてオート側としてはちゃんと

コースで測定していますと。最初の新品の時と、その後２か月後、半年

後で騒音測定は変わっていないと、そういう実績を積んでいく状況の中

で消音マフラーを変えるタイミングとなれば、それはきちっとマニュア

ルじゃないけど測定に対する明確な基準を作る必要があると思うんです

よ。照明についてもＬＥＤですから、大丈夫ですという一方的なものの

言い方であって照度の測定内という状況で、その明確化と。そういう数

値的な部分が住民にとっては問題ないと。照明も照度的に問題ないとそ

ういう状況で悪かった場合はＬＥＤが思った以上にまずかったら、暗幕

のカーテンじゃないけど市が支給しますとか、極端ですが、そういう考
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え方も私はあると思うんですけど、それはどういう考え方を持たれるか

お聞きしたいんですが。 

 

上田公営競技事務所長 まず消音マフラーについて言います。住民説明会で

我々としてはちゃんと準備して順々に説明したつもりですが、消音マフ

ラーについては飯塚から借りたものでございまして、平成２７年度から

使用している、４年ぐらい使った部分でございます。一応関係機関から

言わせますとデシベル的には落ちてないっていうとこでございますが、

いろいろ選手のほう、それから私たちも聞く中で少し耳に聞こえてくる

部分は、変わってきているんじゃないかなという懸念がございました。

だけどそういった部分で、そう言っても借りる分は飯塚しかございませ

んので、借りた中で音量を測って、実際にその際、最大値を推移する中

で十分に説明して他の音の影響も踏まえて、ほとんど影響はないという

ふうに捉えたところでございまして、実際に住民のほうにも音は特にな

いんじゃないかっていうことがありました。とは言いつつもこの消音マ

フラーについては住民説明会でも説明いたしましたが、もちろん今回新

しい消音マフラーになりますが、業界の中でもこれをいつ古い消音マフ

ラーを更新していくかというのは、どこもまだ更新しておりません。業

界としても一つの基準を設けるのが今後出てくるかと思います。それが

今年度になるのか来年度になるのかで、うちの山陽場の場合は新しい消

音マフラーを付けることになりますが、私たちも新しい消音マフラーの

消音の効果がどのように変化していくってのは捉えておきたいので、消

音マフラーを付けても現在の消音マフラーの数値というのは把握するた

めにそういった分の調査っていうのは行いますということで住民にはは

っきりと説明したとこでございます。それとＬＥＤのことについてなん

ですが、今回非常にその迷惑を掛けたということで重々説明したところ

でございますが、今後そもそも飯塚で借りた部分はその広角っていうか

満遍なく光が漏れやすいということで、実は住民にも説明しましたが、

今回２月の初めにテストをしたときに非常に光が漏れるということで、

関係機関に頼んでＬＥＤの専門業者を連れてきて実際に見ていただいた
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ところでございます。今後ＬＥＤになればそもそも設計が違うっていう

ことでもＧＰＳ等で向きを決めて対象の箇所だけ照らすということで逆

に漏れたらロスになるということで、逆に言い方を変えれば満遍なく照

らすのは不得意の方法であるというのは、説明をはっきりと受けており

ます。それを住民説明でも行いました。実際そういった実績ということ

で目で見てもらおうということで、佐賀競馬の実例を示して対象箇所だ

けは照らして光が漏れない特徴が出ておりますということで、こうした

状況になりますというのを示しております。私たちもいろいろこういっ

た部分についてはちゃんと住民説明できるように色んな実例をちゃんと

調べてきて示してきておりますので、ＬＥＤになればまた設計も全然変

わってきてくると思いますので、そういった部分は漏れないというふう

に考えておりますし、住民には伝わったというふうには思っております。

決して一方的とかそういうことじゃなくて一方的にならないように十分

に説明して、言葉では説明は伝わらないので専門業者をわざわざ呼んで

見ていただいて、ＬＥＤ照明の特徴、そして実際に漏れていないピョン

チャンオリンピックのジャンプ台もお見せしました。そういったところ

で御理解をいただけたというふうに思っておりますし、今後もそうは言

っても住民の中から意見が出ましたけど、整備した暁にはまた住民の方

を呼んで、そういうのを見せてほしいということもございましたので、

できたら、当然走れるかどうかというテスト走行がございます。そうい

うところを踏まえて、そういった時に住民の方もまた周知してきていた

だきたいというふうに考えておりますので、新しい消音マフラー、それ

もちゃんと調査していく。そして基準は多分ＪＫＡとかそういったとこ

ろで示していくと思いますし、川口場、飯塚場でもそういったところは

考えていると思いますので、基準といますか、いつもそういうふうに業

界の中でも協議されておりますので、そういった何らかの基準は出るの

ではないかというふうに思います。私たちもそういった部分は決めてい

ただけないと新しいマフラーを付けて、今後どうなるかっていうのも、

もちろん私たち自身も調査していきますけど、全体の中の調査も必要か

というふうに思っております。 
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岡山明副委員長 そういうことで住民が納得する体制、測定をしていただいて

住民の方が納得していただける体制を今後取っていただきたいと希望し

ますのでよろしくお願いします。 

 

上田公営競技事務所長 公営競技事務所も山陽オートとしてずっとこの地域に

根付いていくためには、地元住民の住環境の悪化が絶対ないようにちゃ

んとそういったところは維持できるように業界含めて考えていきたいと

思います。 

 

中村博行委員長 資料の１ページからまとめて何かあれば。なければその次ミ

ッドナイトの目的以下ですね。試験開催の状況です。３ページ。ここは

負債計画ですね。いろいろなケースを踏んで作られているということで

すが。 

 

水津治委員 ３ページですがミッドナイト以外の売上げは平成３１年度以降、

この数字の中にどのように反映されていますか。 

 

上田公営競技事務所長 本場開催の売上げももちろん重要なんですが、今の包

括的民間委託料の収益補償を踏まえた中での債務解消額。３０年度であ

れば１億３，０００万円ですが、その中に含まれた形となっております。

今この中で占めるのは、どうしても重勝式は率によって出てきます。そ

してミッドナイトの部分もそういった固定経費がありますが、収益効果

が高いということで大きくここに出てきておりますけど、もちろんその

開催収支も踏まえた中でも計画となっております。 

 

水津治委員 収益増というのはどういうふうに、売上げは伸びるだろうという

予測をされた数字ですか。３０年度の実績を鑑みて次年度以降の数字に

反映していますか。 
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上田公営競技事務所長 ４８日の本場開催の売上げは７５億円から８０億円の

間で厳しめに押さえながら、ミッドナイト 1 日についての５，０００万

円も厳しめな数字と思っております。重勝式については会員も増えて売

上げも伸びる。そうはいっても２０億円はもう数年後には確実に超える

といふうには考えておりますけど、そこもまだどうか分からないという

ことで、十何年後も１９億５，０００万円という抑えた表にはなってお

ります。 

 

中村博行委員長 ３ページは全ての面でかなり抑えた数字を提示した中の計画

ということですね。４ページのほうが若干上積みされたケースと解釈し

たらいいかと思いますが。３月の当初予算までに計画作られました。オ

ートレースも１２月議会から継続して審査してきておりますので理解も

大分できていると思いますが。よろしいですね。（「はい」と呼ぶ者あ

り）それじゃあ質疑を打ち切ります。討論に入ります。討論ございます

か。（「なし」と呼ぶ者あり）討論はありませんので、採決に入ります。

議案第４８号平成３１年度山陽小野田市小型自動車競走事業特別会計補

正予算（第１回）について賛成の方の挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

中村博行委員長 全員賛成です。したがいまして議案第４８号は可決すべきも

のと決しました。お疲れ様です。それではここで休憩を挟みます。３時

５分に再開をしたいと思いますので、それまで休憩いたします。 

 

午後２時５６分 休憩 

 

午後３時５分 再開 

 

 

中村博行委員長 休憩前に引き続きまして委員会を続けます。議案第１３号 
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平成３１年度山陽小野田市駐車場事業特別会計予算について執行部の説

明を求めます。 

 

河田都市計画課長 議案第１３号平成３１年度山陽小野田市駐車場事業特別会

計予算について説明いたします。予算書の３ページ、４ページを御覧く

ださい。予算総額は、歳入、歳出とも２，４００万８，０００円で、前

年度当初予算に比べ４８０万９，０００円の増額となっております。ま

ず、歳入について説明いたします。予算書の１０ページ、１１ページを

御覧ください。予算書と併せて、別途提出している山陽小野田市駐車場

事業特別会計参考資料の平成３１年度の欄を御覧ください。１款使用料

及び手数料１項使用料１目駐車場使用料は、平成３０年度の収入見込額

を勘案し、１，８７０万４，０００円としております。１節駐車場使用

料の主なものとしては、一般の駐車場使用料１，７００万円、定期駐車

券分１５０万円などです。２款繰越金１項繰越金１目繰越金は、平成３

０年度繰越見込額により５２５万６，０００円としております。３款諸

収入１項雑入１目雑入は、自動販売機の電気料４万８，０００円として

おります。次に、歳出について説明します。予算書の１２ページ、１３

ページを御覧ください。１款駐車場事業費１項駐車場管理費１目一般管

理費は、９２３万５，０００円としております。主なものとしては、１

１節需用費の電気代など光熱水費５３万４，０００円、設備の修繕料１

００万４，０００円、１４節使用料及び賃借料の機械器具借上料５４９

万４，０００円です。この機械器具借上料は、今年度更新した出入り口

２か所のゲート及び精算機などの設備のリース契約に係るものです。２

款予備費１項予備費１目予備費は、１，４７７万３，０００円を計上し

ております。これは、使用料収入の増額見込みや繰越金、平成３０年度

で駐車場整備に係る償還金が終了することなどによるものです。現在、

厚狭駅南口駐車場には、舗装した部分に１９０台の駐車枠を設置してい

ますが、その他に８０台程度が駐車可能な未舗装部分があります。未舗

装部分の舗装や８０台分の駐車枠設置などの整備に要する事業費は２，

０００万円程度となる見込みであり、平成３１年度に予備費を充当する
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事業の実施がない場合は平成３２年度に繰越し、整備事業費の一部に充

当したいと考えています。別途提出している「厚狭駅南口駐車場の利用

状況と償還金について」の資料を御覧ください。平成３１年１月３１日

までの実績ですが、駐車枠１９０台に対する稼働率は７４％、駐車場使

用料は１，７８２万６，１００円となっております。また、償還金につ

いては平成３０年度で償還が終了となります。説明は以上です。御審査

のほど、よろしくお願いいたします。 

 

中村博行委員長 説明が終わりましたので、予算書のほうからいきましょう。

予算書の３ページの歳入から。それから４ページの歳出。では７ページ

の歳入。８ページの歳出。１０、１１の歳入。参考資料も含めた中で。 

 

奥良秀委員 定期券の利用者数が増えている状況なんですが、この要因は何か

つかまれていますか。 

 

河田都市計画課長 現在、定期券につきましては４１名利用されております。

厚狭駅南駐車場におられる方が１０数名。あと通勤などに使われる方と

なっております。 

 

中村博行委員長 本会議場の質問の確認ですが、カードの販売箇所は３か所あ

りますが、それから増やすことはないということでしたが、それでよろ

しいですか。 

 

河田都市計画課長 現在３か所で販売をしていますが、自動販売機の設置につ

きましては２８年度の事件もございます。実際設置する場所が人気のな

いところで駐車場の出入り口辺りとなりますので、実際歩かれる方が少

ないところになります。それから防犯カメラの設置、自動販売機の設置

といろいろ考えているんですけど、外に設置するのはなかなか危険性が

高くあまり有益ではないという考えを持っております。また、いろいろ

自動販売機の金額も検討しておりますので、今後、検討段階が来ました
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ら御説明したいと思っております。 

中村博行委員長 今言ったのはプリカの販売が３か所ですよね、質問はＪＲな

んかに協力してもらったらいいのではというんだけれども、経費等で難

しいという回答であったと思うんですけど、その件について。 

 

河田都市計画課長 今御説明しましたのは実際３か所以外で販売するとなると

プリカの自動販売機ということで御説明を差し上げました。ＪＲ等に自

動販売機とか、ＪＲに販売してもらうのは非常に難しい状況でございま

す。自動販売機を駐車場の近辺に、その前回の事件とかそれから防犯カ

メラを設置とかいろいろな条件が必要になってくると思っておりますの

で、まだすぐに設置ということは、今は考えていないということで、自

動販売機の設置ということで御説明を差し上げました。 

 

中村博行委員長 それでは歳出のほう。１２、１３ページ。 

 

河﨑平男委員 一般管理費で３１３万２，０００円減になっておりますが歳入

では増えているんですけど、この要因はなんですか。 

 

河田都市計画課長 平成３０年度は出口にあります機械器具の更新を行いまし

た。それに伴いまして厚狭駅側に出口を新設しました。それからすぐに

土木工事がございましたので、歳出が大きくなっておりましたが、平成

３１年度はそれらの工事等を予定しておりませんので、実際の維持管理

に関する費用ということになります。 

 

中村博行委員長 本会議場で、委員長報告に対する質問で新しく機械を付け替

えたということで前回の事故のようなことがないような措置がされてい

るか。そういう配慮がされているだろうと回答したんですが、その件に

ついて。 

 

河田都市計画課長 防犯のことについての詳細なことについては、事件とかが
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逆に起こる可能性がございますので、回答は控えさせていただきたいと

思います。 

 

中村博行委員長 してあるということやね。資料の全般で。 

 

奥良秀委員 参考資料のところで草刈りの費用が３３年度に２２万４，０００

円と挙がっているんですが、予定では平成３２度に未舗装部分の舗装を

する予定になっていますが、草刈りは未舗装部分の草刈りだと思うので、

この辺が減になるのか教えてもらってよろしいですか。 

 

河田都市計画課長 平成３３年度のものについてはまだ正確な数字を計上して

おりません。今議員が言われるように未舗装部分が主な業務になってお

りますので、３２年度に駐車場の舗装等ができれば３３年度は必要なく

なると思います。 

 

中岡英二委員 利用台数の稼働率が平成３０年度７４％となっていますが稼働

率を上げる施策とか考えがあれば。駐車場料金も３２年３３年も挙がっ

てくると思うんですが、何か考えはありますか。 

  

河田都市計画課長 ２８年度の料金改定以降、実際には金額が安くなったとい

うことで利用台数が年々増えております。今後も３２年度３３年度も少

しずつ増えていくと思います。今の７４％の稼働率というのは１９０台

の駐車枠に対する稼働率ですので、実際に多いときは未舗装部分にも車

が止まっております。その日だけを考えれば、１９０台以上止まってい

ることもありますので全体１９０台に対して７４％ということです。３

２年度に未舗装部分の舗装を施行することができれば８０台程度の駐車

枠を設置しますので実際には２７０台の枠に対しての稼働率になると思

います。現実的に言えば分母が大きくなりますので、稼働率は下がると

いう形にはなってくると思います。駐車場につきましては前回の委員会

でも御報告をしておりますけど、今２５０台で満車という設定をしてお
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りますので、それ以上の稼働は見込めないと言うことで３２年、３３年

の利用金額についてはある程度金額は落ち着いてきて、どんどん上がる

というのはできないのではないかと思っております。 

 

奥良秀委員 このたび、平成３２年度に工事をされる予定ですが、今、障害者

の駐車場は何台ありますか。 

 

河田都市計画課長 現在、５台設置しています。入り口の一番近いところです。 

 

奥良秀委員 要望なんですが、もう少し台数を増やしていただいて、駐車場の

台数が増えるのであれば、その部分だけでも広めにしてもらえればなと

いう要望でお願いします。 

 

河田都市計画課長 今後、未舗装部分の舗装をするときにそれについても検討

させていただきます。 

 

中村博行委員長 民間との駐車場との差とかいうものも含めた中で民間との兼

ね合いで何かお話されていますか。 

 

河田都市計画課長 民間の駐車場のほうに１日止めておく場合３００円から休

日は４００円というような設定がされておるのですが、現在市の駐車場

では１日止めると５００円となっております。民間のほうが少し安くな

っておりますので、そちらのほうでのトラブルは私たちは聞いておりま

せん。 

 

中村博行委員長 よろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）それじゃあ質疑

を終えまして、討論に入ります。討論ございますか。（「なし」と呼ぶ

者あり）討論はありませんので採決に入ります。議案第１３号平成３１

年度山陽小野田市駐車場事業特別会計予算について賛成の方の挙手を求

めます。 
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（賛成者挙手） 

中村博行委員長 全員賛成です。したがいまして議案第１３号は可決すべきも

のと決しました。以上で１３号については審査を終わります。それでは

続けます。議案第２２号平成３１年度山陽小野田市下水道事業会計予算

について、執行部の説明を求めます。 

 

森弘下水道課長 説明の前に、本日お配りしています委員会資料の確認をさせ

ていただきたいと思います。資料のそれぞれ右上に資料番号を付してお

ります。資料１として、１ページに「平成３１年度下水道事業会計予算 

特別会計予算から企業会計予算への組み替えイメージ」を、資料２とし

て、２ページから９ページまで「Ｈ３１工事施工予定箇所」を、資料３

として１０ページに「公共下水道事業整備状況」をお配りしていますの

で、御確認ください。それでは、議案第２２号平成３１年度山陽小野田

市下水道事業会計予算について、説明いたします。平成３１年度から公

共下水道事業及び農業集落排水事業を統合し、下水道事業会計として公

営企業会計に移行します。したがいまして、平成３１年度予算は、地方

公営企業法の財務に関する規定等に定める会計基準に従い予算編成を行

いました。本日は公営企業会計として初めての予算の説明でございます

ので、予算の議決対象となる予算書１ページから２ページを中心に説明

させていただく中で、特別会計予算からの変更点や予算の詳細、附属資

料の説明をさせていただき、最後に平成３１年度予定工事を説明させて

いただきたいと思います。少々長くなりますが、よろしくお願いします。

それでは、予算書の１ページを御覧ください。平成３１年度下水道事業

会計予算でございますが、まず、第２条の業務の予定量につきましては、

平成３１年度の下水道事業の活動の基本的目標として定めるものです。

（１）水洗化戸数につきましては、来年度の下水道整備によって接続さ

れる見込み戸数を考慮して、１万３，０９９戸としております。（２）

年間総処理水量につきましては、公共下水道２か所、農業集落排水３か

所の処理場の年間汚水処理量を見込み、３８８万３，７９１立方メート

ルとしております。（４）の主要な建設改良事業につきましては、管渠
かんきょ

建
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設事業費を４億５，１８３万８，０００円、ポンプ場建設事業費を１億

９，２２０万円、処理場建設事業費を３億５，９５０万円としておりま

す。平成３１年度の主な工事については、後ほど説明いたします。次に、

第３条の収益的収入及び支出でございますが、収入総額である下水道事

業収益は、１８億３，１５０万３，０００円を計上し、支出総額である

下水道事業費用は、１７億９，７３０万１，０００円を計上しておりま

す。次に、第４条の資本的収入及び支出でございますが、収入総額であ

る資本的収入は、１６億９，２４２万３，０００円を計上し、支出総額

である資本的支出は、２４億１，１５８万９，０００円を計上しており

ます。なお、支出額に対して不足する額につきましては、損益勘定留保

資金等により補塡することとしております。これら予算の詳細につきま

しては、西﨑係長が説明いたします。 

  

西﨑下水道課管理係長 下水道課西﨑と申します。予算の説明の前に、特別会

計予算から公営企業会計予算への変更点について、概要を説明したいと

思います。委員会資料の資料１を御用意ください。平成３１年度予算に

つきましては、まず、従来どおり特別会計予算を作成し、その後、企業

会計予算に組み替えましたので、そのイメージを表したものです。右端

の表が、公共下水道事業と農業集落排水事業のそれぞれの特別会計ベー

スの予算になります。企業会計移行に伴い二つの会計を１本にしますの

で、これらを合体させ、左側の表の公営企業会計方式の収益的収支３条

予算と資本的収支４条予算に組み替えております。左端の表の収益的収

支には、当年度のサービス提供に係る収益と費用を計上するもので、収

入は主に下水道使用料や一般会計からの繰入金などを計上し、支出は一

般管理及び施設管理に係る人件費や維持管理経費等を計上しています。

また、減価償却費などの現金支出のない予算も含みます。一方、中ほど

の表の資本的収支には、将来分のサービス提供に係る費用として建設改

良費や企業債償還金を計上し、その財源となる企業債や国庫補助金等を

計上しています。このように、特別会計では、現金ベースにより、歳入・

歳出として予算を編成していましたが、公営企業会計では、収入と支出
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を当年度に係るものと将来に係るものに区分し、さらに発生主義による

減価償却費や引当金といった現金支出のない予算を含めて予算を編成い

たしております。なお、特別会計予算をどのように組み替えたかについ

て、表の中の予算科目の前に、収入は白丸、支出は黒丸を表記して、対

応させていますので、少々分かりにくいですが、御確認いただければと

思います。次に、繰入金でございますが、資料左下の網掛けの記載のと

おり、平成３１年度の一般会計繰入金は１１億８，６７１万５，０００

円となります。平成３０年度繰入金と比較しますと、引当金分の増加は

あるものの、公債費の減額等により、１，９２２万６，０００円の減額

となっております。また、特別会計での予算科目は繰入金でしたが、公

営企業会計では、繰入れの目的によって、負担金、補助金、出資金の３

つに区分されます。これらは、収益的収支、資本的収支の表の中で、カ

ッコ付きの小文字アルファベット（ａ）から（ｄ）で表示しております。

収益的収入の（ａ）「雨水処理負担金」、（ｂ）「他会計負担金」、（ｃ）

「他会計補助金」、資本的収入の（ｄ）「他会計出資金」の合計が一般

会計からの繰入金となります。予算の詳細につきましては、この後予算

書で説明いたします。以上、簡単でございますが、特別会計からの予算

の変更点の説明とさせていただきます。それでは、予算書に戻っていた

だいて、第３条収益的収入及び支出以降につきまして、予算明細書で説

明させていただきます。２０ページをお開きください。まず、収益的収

入及び支出の収入でございますが、１款下水道事業収益１８億３，１５

０万３，０００円を計上しております。主な内訳としまして、１項営業

収益１目下水道使用料は、６億４，３６０万円を計上しています。２目

雨水処理負担金１億１，９１０万７，０００円は、雨水処理に係る一般

会計からの繰入金です。２項営業外収益２目他会計負担金５億７，４２

１万７，０００円は、繰出基準に基づく一般会計からの繰入金です。３

目他会計補助金９，４６１万８，０００円は、財源不足を補うための一

般会計からの補助金です。４目長期前受金戻入３億８，７２６万１，０

００円は長期前受金の収益化に伴うものです。次に、２１ページの「支

出」でございますが、１款下水道事業費用１７億９，７３０万１，００
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０円を計上しております。内訳としまして、１項営業費用１目管渠
かんきょ

費４，

３７４万６，０００円は、下水道管渠
かんきょ

の維持管理に係る人件費や経費を

計上しております。２目ポンプ場費２，８１５万７，０００円は、雨水

及び汚水ポンプ場に係る維持管理経費を計上しております。２２ページ

に進んでいただいて、３目処理場費２億８，８７７万９，０００円は、

公共下水道２か所及び農業集落排水３か所の処理場に係る維持管理経費

を計上しております。４目水質管理費５３０万３，０００円は、処理場

の水質管理に係る人件費や経費を計上しています。２３ページの５目総

係費５，８３４万８，０００円は、一般管理に係る人件費や事業活動全

般に係る経費、及び減価償却費等を計上しています。２４ページの２項 

営業外費用２億６，６２３万８，０００円は、企業債に係る支払利息等

を計上しております。３項特別損失２，０４１万２，０００円は、平成

３０年度分の費用負担に係る引当金や消費税等を計上しています。４項

予備費２００万円は、収益的支出の予算の不足に備えるものです。次に、

第４条資本的収入及び支出につきましては、２５ページ以降から御説明

いたします。まず、収入でございますが、１款資本的収入１６億９，２

４２万３，０００円を計上しております。内訳としまして、１項企業債

１目企業債８億１，５６０万円は、建設改良費の財源である下水道事業

債や資本費平準化債を計上しています。２項出資金１目他会計出資金３

億９，８７７万３，０００円は、企業債の元金償還金や建設改良費に対

する一般会計からの出資金を計上しています。３項補助金１目国庫補助

金４億５，６２５万円は、社会資本整備総合交付金を計上しています。

２６ページをお開きください。支出でございますが、１款資本的支出２

４億１，１５８万９，０００円を計上しております。内訳としまして、

１項建設改良費１目公共下水道建設費１０億５，７３２万９，０００円

は、下水道管きょ整備や処理場長寿命化工事等に係る工事請負費や委託

料、人件費等を計上しています。２７ページの２目有形固定資産購入費

３５６万５，０００円は、下水道整備に係る土地購入費等を計上してい

ます。２項企業債償還金１目企業債償還金１３億５，０１９万５，００

０円は、企業債の元金償還金です。３項予備費５０万円は、資本的支出
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の予算の不足に備えるものです。以上の結果、１ページに戻っていただ

いて、第４条本文の資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額７億

１，９１６万６，０００円につきましては、損益勘定留保資金等により

補塡することとしております。続きまして、２ページをお開きください。

第４条の２は、下水道事業特別会計と農業集落排水特別会計が３月３１

日をもって打ち切り決算となることから、出納整理期間中に歳入・歳出

される見込みである未収金及び未払金を、特例的収入及び支出として整

理したものです。第５条は、予算に計上した企業債について、その起債

の目的や限度額等を定めるものです。第６条は、一時借入金の限度額を

定めるものです。第７条は、予算の各項間の流用ができる場合を定め、

第８条は議会の議決を経なければ流用することのできない経費を定める

ものです。第９条は、一般会計からの補助金を定めるものです。以上が

議決対象となる平成３１年度下水道事業会計予算の説明となります。３

ページ以降は予算に関する説明書になります。ページをめくっていただ

いて、４ページから６ページの予算実施計画は、先ほど説明しました予

算を目レベルで整理したものです。７ページの予定キャッシュフロー計

算書は、１年間における現金の動きを表したものです。８ページから１

０ページまでは給与費明細書を掲載しています。１１ページは、債務負

担行為に関する調書です。法適用前に設定した債務負担行為は、法適用

後も引き継ぐこととなっておりますので、昨年度に設定した事業を引き

続き掲載しています。１２、１３ページは、予定開始貸借対照表です。

これは、公営企業会計のスタート地点である平成３１年４月１日時点に

おける財政状態を表すものです。１２ページの資産の部には、下水道事

業会計が保有する全ての資産を計上しています。特に有形固定資産につ

きましては、これまで把握できていなかった下水道施設の資産額が、企

業会計方式になることで明らかになっております。また、１３ページの

負債の部ですが、３固定負債の企業債１６２億６，０６５万６，０００

円と４流動負債の企業債１３億５，０１９万５，０００円を合計した、

１７６億１，０８５万１，０００円が、平成３１年４月１日時点の企業

債残高です。このようなデータも財務諸表を作成することで明らかにな
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り、法適用のメリットである、経営状況の明確化が図られた結果として

現れております。次に、１４、１５ページは、予定貸借対照表です。こ

れは、先ほどの開始貸借対照表に平成３１年度予算執行を反映させた、

平成３２年３月３１日時点の財政状態を表すものです。１６ページは、

予定損益計算書です。これは、平成３１年度の収益的収支における経営

成績を表すものです。下水道事業においては、特別会計のときからも一

般会計からの繰入金によって財源不足を補っておりましたが、これは公

営企業会計になっても同様ですので、中ほどの３営業外費用（２）他会

計負担金や（３）他会計補助金によって、財源を補塡した結果、下から

２行目の「当年度純利益」はゼロとなっています。なお、予算は消費税

税込みで作成しておりますが、損益計算書を含めた財務諸表は税抜き処

理を行っておりますので、下水道使用料等の金額はそれぞれ一致しませ

ん。１７ページは、注記でございますが、財務諸表を作成する上で採用

した会計基準や手続きを開示するものです。なお、ローマ数字のⅣセグ

メント情報に係る注記詳細を、１８ページのセグメント報告書に掲載し

ております。これは、下水道事業会計では、公共下水道事業と農業集落

排水事業の２つの事業を運営していることから、予算や財務諸表は１本

で作成しておりますが、それぞれの事業をセグメントして管理し、営業

収益等を表しております。以上が予算に関する説明になります。最後に、

再度課長の方から、平成３１年度の予定工事について説明いたします。 

 

森弘下水道課長 それでは、３１年度の予定工事について、私から説明します。 

委員会資料を御用意ください。1 枚めくっていただいて、資料２、Ｈ３

１工事施工予定箇所の２ページから９ページで説明いたします。まず、

管渠
かんきょ

建設事業につきましては、本市の管渠
かんきょ

整備の基本方針である、投資

効果の高い大型団地、上の郷、青葉台、共和台、南平台を最優先の整備

路線と位置付け、それらの団地を接続するため、管渠
かんきょ

を延伸するもので

す。併せて、汚水処理施設整備構想の見直しで、公共下水道に接続すべ

きと判定された小野田西地区農業集落排水を公共下水道に接続をするた

めの管渠
かんきょ

も延伸いたします。資料２ページの１高千帆２号汚水幹線管敷
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設工事と資料６ページの５高千帆２号汚水圧送幹線管埋設工事は、小野

田西地区農業集落排水、青葉台を接続するため管渠
かんきょ

を延伸するものです。

資料３ページの３有帆川左岸２号汚水幹線管敷設工事は南平台を目指し

て管渠
かんきょ

を延伸するもので、４有帆川左岸２号汚水枝線管埋設工事は共和

台を接続するためのものです。以上が主な管渠
かんきょ

建設事業ですが、その他

に、普及促進を目的とした８路線の管渠
かんきょ

の延伸を予定しております。次

に、ポンプ場建設事業につきましては、汚水中継ポンプ場、雨水排水ポ

ンプ場の施設の老朽化対策である長寿命化工事を実施します。資料２ペ

ージの１６高千帆汚水中継ポンプ場長寿命化工事は計装設備更新、直流

電源盤改築等を行うものです。資料４ページの１８若沖雨水排水ポンプ

場長寿命化工事はＮＯ.１主ポンプ改築、直流電源盤改築更新を行うもの

です。資料７ページの１７厚狭汚水中継ポンプ場長寿命化工事は、自動

除塵機改築更新、遠方監視制御盤改築更新を実施するものです。最後に、

処理場建設事業でございますが、小野田と山陽の水処理センターの長寿

命化工事を実施します。資料４ページの１４小野田水処理センター長寿

命化工事は受変電設備改築更新、本館管理棟耐震化を行うものです。資

料８ページの１５山陽水処理センター長寿命化工事は中央監視装置改築

更新等を実施するものです。なお、説明いたしました管渠
かんきょ

建設事業を実

施した結果、１０ページの下側に記載したとおり、３１年度末の普及率

は５４．５％となる予定です。最後に、課長提案事業としまして、下水

道のイメージアップと市のＰＲを図るため山陽小野田市版のデザインマ

ンホールを作成します。また、作成したデザインマンホールを使ってマ

ンホールカードを作成する予定としております。以上、平成３１年度下

水道事業会計予算の説明とさせていただきます。御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

 

中村博行委員長 説明終わりましたので、審査に入ります。まず予算書から入

ります。１ページから。 

 

河﨑平男委員 この３１年度の予算に係る補助金等はどのくらい予定していま
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すか。 

森弘下水道課長 ２５ページになりますけども国庫補助金の部分に４億５，６

２５万円というふうに明記しております。 

 

河﨑平男委員 これは３１年度の予算内に事業執行して、全てが完了できるん

ですか。 

 

森弘下水道課長 年度内に完了する予定でおります。 

 

中村博行委員長 あと明細のほうはページを追っていきます。２ページで。 

 

藤岡修美委員 企業債の利率ですが、先ほど水道関係は年４％以内と基準があ

ったんですが、この違いはなんですか。 

 

西﨑下水道課管理係長 特別会計のときに年５％以内と設定しておりました。

一般会計におきましても年５％以内としておりますので、それを継承し

ております。 

 

藤岡修美委員 実際借り入れている、利率はどのくらいですか。 

 

西﨑下水道課管理係長 主に建設改良費につきましては財政融資資金を活用し

ているんですが、近年の利率は０．５％程度になっております。民間資

金につきましては更に低いんですけども０．１４％。これが次の借入れ

のときは再度変動があると思いますが、これが利率となっております。 

 

中村博行委員長 ４、５ページ。なければ６ページの資本的収支で。７ページ

のキャッシュフローで。それでは給与費関係。８、９、１０ページ。そ

れでは１１ページ債務負担行為。１２、１３ページの貸借対照表と１４、

１５ページで年度初め、年度末の比較です。 
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奥良秀委員 １２、１３ページの開始貸借対象表なんですが、企業債の合計が

約１７６億円くらいあると思うんですが、資産合計がこのたびはっきり

して３３１億円と。こういう比率というのは企業的にはどういうものか

というのはお分かりになるんでしょうか。状態が正常なのか正常じゃな

いのか。 

 

西﨑下水道課管理係長 このたび企業会計初年度ですので、他市との比較が詳

細にできていないんですけども、資産額につきましては、恐らく他市よ

り、高いのではないか。同レベルの市と比べたら、地方債残高につきま

しても他市と比較すると、高い状態というのも続いておりましたので、

一方で公債費につきましても元利償還金につきましても他市より高いの

で繰入金も他市と比較すると高いという状況は今までもありました。で

すので、今後決算等する中で他市と比較してどういうところで山陽小野

田市の特徴があるのか分析をしてまいりたいと思います。 

 

中村博行委員長 資本的収支のほうのマイナスが出て内部留保資金等から補塡

するとありますが、内部留保資金というのはこの貸借対象表のどの項目

にありますか。 

 

西﨑下水道課管理係長 次のページの１６ページでございますが、予定損益計

算書を掲載しております。説明でも申しましたが、当年度純利益はゼロ

にしております。これは決算におきましてもゼロにする予定です。あく

まで赤字補塡してもらっているので収支はゼロにしなければならないと

いうことで利益剰余金は、今後は基本的には生まれないので内部留保資

金は、減価償却費なります。減価償却費が幾らかというと１６ページの

２の営業費用の（６）減価償却費１０億８，４３１万７，０００円です。

通常使うときは３の営業外収益（４）の中期前受金戻入３億８，７２６

万１，０００円を控除したものが正味の減価償却費と計算しますのでこ

れを引いたものが今回の資本的支出から収入で不足する補塡財源として

計算しております。 
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中村博行委員長 もう１回確認ですけども、今のページの２（６）から３（４）

をひいたら内部留保ということやね。今やりよるのは１４、１５まで。 

 

水津治委員 貸借対象表の開始と年度末の中で預金が１億５，０００万円くら

い増えていますが要因は何が考えられますか。 

 

西﨑下水道課管理係長 聞き取れませんでした。何が増える要因。 

 

水津治委員 流動資産の現金預金が、年度初めに比べて年度末は１億５，００

０万円くらい増えていますが、要因は何が考えられますか。 

 

西﨑下水道課管理係長 現金預金につきましてはキャッシュフローのほうがよ

ろしいかと思いますが７ページをお願いします。私も余り深く理解でき

ていないんですけども１番下段が１億８，５６０万１，０００円が予定

貸借対照表の現金預金の金額となっておりまして、その上の期首残高が

２，９２６万５，０００円が開始貸借対照表の現金。それがどう動いた

かというのが１番上からの増減がいろいろ出ております。特に今回開始

貸借対照表の現金といいますのは、平成３０年度は特別会計でございま

す。その歳入から歳出を引いて残った、公営企業会計に移行するときに

持ち越す現金は約３，０００万円としております。期末につきましては、

１の業務活動によるキャッシュフローの１０段目の未払金の増減額とい

うところがあって１億１，８８６万６，０００円となっておりまして、

これは年度末において工事等においてどうしても支払いが４月以降にな

ったりする場合の予定を見込みましてこの金額を立てておりますので、

実際に現金が残っているといいますか、未払金としていまだ払ってない

現金が残っているということで、予算ベースでございますので、予定の

貸借対照表には現金が多めに残っているというようになっております。 

 

中村博行委員長 １６ページの説明が若干ありましたが、損益計算書のほうで。
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１７ページ。それでは１８ページのセグメント。それでは個別の内容。

２０、２１ページ。まず２０ページの収益的収支の収入のほう。 

 

水津治委員 長期前受金戻入というのがありますね。これは補助金等で得た固

定資産を減価償却するときに補助金で得たものは積み立てておいて、積

立金を取り崩すという考えでよろしいでしょうか。 

 

西﨑下水道課管理係長 大体そのような理解でよろしいかと思いますけども、

償却資産を取得したときの財源として国庫補助金等を充てた場合に一旦

繰り延べ収益ということで、一旦積みましてそれを減価償却費と共に毎

年度収益化していく処理になりますので、ここの営業外収益に、４の長

期前受金戻入ということで、説明にありますように減価償却費に見合う

長期前受金の収益化とありますので１０億の減価償却費の国庫補助金等

の財源といいますか、その考えでの理解でよろしいかと思います。 

 

藤岡修美委員 先ほど使用量を上げるために団地等に引き込む工事の説明があ

ったんですけど、近年投資に見合う使用量の伸びがアバウトでいいです

けど、下水道埋設工事をして、各個人宅をつないで使用量が伸びていく

と思うんですけど、そのへんアバウトでいいんですけど、投資に見合う

使用量が入っているか分かれば。 

 

西﨑下水道課管理係長 近年普及率の伸びは伸び悩んではいるんですけど、下

水道使用率につきましては年１％の増額をしております。人口減少もあ

るんですけども、年間１％増となっておりますので、このたびも約１％

増を見込んで予算を計上しております。 

 

中村博行委員長 ２１ページ以降。 

 

藤岡修美委員 委託料で不明水調査委託料を組んでおられるんですけどこれは

具体的にどういった調査ですか。 
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森弘下水道課長 昨年７月６日大雨が降りました。厚狭川が氾濫しそうなくら

い水位が上がったんですが、厚狭の一部の地区が汚水量が大変増加をし

て、実は処理場で処理ができないくらいの水量になりました。マンホー

ルから水が噴き出すという事態になりましたので、どこかに雨水が入る

要因があると考えられますので、とりあえず分岐点のマンホールに流量

計を仕掛けて、雨が降る日にそこの流量が増えるところを探していって

欠陥がある場所は今年見つけたいと思っております。来年度その欠陥が

ある原因がなんなのかカメラを入れて２か年でそれを補修をするという

対策をしたいと思っております。 

 

中村博行委員長 ２２ページ。 

 

藤岡修美委員 先ほど課長提案でマンホールカード。これは予算計上されてい

るんですが、実際どれくらい見込んでおられるんですか。 

 

森弘下水道課長 印刷製本費のところにマンホールカード印刷代と書いてはあ

るんですが、印刷代自体は４万円くらいしか掛かりません。実際には私

どもが考えているのは、市長さんの意向もあるんですが、マンホールに

ロゴマークいれたものをまず作りましょうと。そういうデザインマンホ

ールをある程度安全で人が集まるところに付けて、マンホールカードの

マニアの方が集まるような観光資源にしたいと思っております。観光客

が来られてかつ観光資産、お金を落としていただくところまで発展して

いけて、かつ市のＰＲができればなと思いがあって工事請負費の中に１

５０万円ほど入れております。 

 

中村博行委員長 さっきの質問でどのくらいの数量と言われたんじゃない。

（「金額だけ」と呼ぶ者あり）では数量的には。 

 

森弘下水道課長 展示用のマンホールは２か所としか考えておりません。汎用
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性のマンホールにそれが使えるのであれば、今、工事現場で使っている

マンホールにもそれを使っていきたいと考えております。 

 

中村博行委員長 ２５ページの資本的収支の収入の部分ですが。では２６、２

７ページでお願いします。それでは予算書終えて資料のところです。資

料の中で。会計は変わりますけど、内容的には従来とそんなに変わらな

いと理解していいですね。ですから今後とも一般会計から１０億円程度

は繰り入れしないとやれないということですね。（「はい」と呼ぶ者あ

り）質疑はよろしいですかね。（「はい」と呼ぶ者あり）それじゃあ質

疑を打ち切ります。討論に入りますが討論ございますか。（「なし」と

呼ぶ者あり）討論はありませんので採決に入ります。議案第２２号平成

３１年度山陽小野田市下水道事業会計予算について賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者挙手） 

 

中村博行委員長 全員賛成です。したがいまして議案第２２号は可決すべきも

のと決しました。以上で２２号については審査を終わります。それでは

引き続いていきます。議案第３６号山陽小野田市下水道条例の一部を改

正する条例の制定について説明を求めます。 

 

森弘下水道課長 議案第３６号は、山陽小野田市下水道条例の一部を改正する

条例の制定についてです。今回の改正は、消費税法の改正に伴い、平成

３１年１０月以降の下水道使用料に係る消費税を、現在の８％から１

０％へ変更するものです。なお、農業集落排水施設使用料は下水道使用

料に準ずるとなっているため、条例の改正は不要です。改正点は第１７

条第１項の使用料の表です。議案の２枚目、参考資料の新旧対照表のと

おり、基本料金及び超過料金ともに１０％へ改正しております。また、

この金額の適用の経過措置について、附則に示しております。議案の裏

のページを御覧ください。附則の第２項 経過措置についてですが、これ

は、平成３１年１０月１日以後適用する消費税率に関する経過措置につ
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いてです。旧税率と新税率を使い分ける午前中の水道局の消費税法改定

に伴う水道料金改正の経過適用イメージと同様パターンになります。以

上、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

中村博行委員長 説明が終わりましたので、質疑を求めます。 

 

河﨑平男委員 下水の条例改正ということでありますが、具体的に１か月の使

用料は利用者にどのくらい影響額があるんですか。 

 

西﨑下水道課管理係長 １世帯４人家族のパターンで言いますと、大体２か月

で５０立米使われますので、そうなったとき２か月１回の使用量が８％

の場合が８，８３２円だったんですけど１０％になったときに８，９９

８円になりまして２か月で１６６円、御負担が増えるという計算になり

ます。 

 

中村博行委員長 午前中、水道がなかなかその数字が出てこんやったけどね。

しっかり学習されているね。 

 

藤岡修美委員 基本水量と超過料金の表現ですね。改正前は立方メートルの記

号を使って改正語はカタカナになっているが指導か何かあったんですか。 

 

西﨑下水道課管理係長 法制のほうから指摘がありましたが、他の条例等によ

る単位が立方メートルを使っていまして、下水道だけが記号を使ってい

ましたので、ほか条例等に合わせたということにしております。 

 

中村博行委員長 ほかにありますか「なし」と呼ぶ者あり）それじゃあ質疑を

打ち切ります。討論に入りますが討論ございますか。（「なし」と呼ぶ

者あり）討論はありませんので採決に入ります。議案第３６号山陽小野

田市下水道条例の一部を改正する条例の制定について賛成の方の挙手を

求めます。 
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（賛成者挙手） 

 

中村博行委員長 全員賛成です。したがいまして議案第２２号は可決すべきも

のと決しました。お疲れ様でした。それでは４時３０分まで休憩します。

次は１７号から参ります。それでは休憩。 

 

午後４時２０分休憩 

 

 

午後４時３０分再開 

 

中村博行委員長 次は審査番号１１番、議案第１７号平成３１年度山陽小野田

市地方卸売市場事業特別会計予算について執行部の説明を求めます。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 １款１項１目市場管理費の本年度予算は、総

額１，１０９万９，０００円で前年度と比較して４２万６，０００円増

額となっています。増額の主な要因は１節報酬の新設及び１１節需用費

のうち修繕料の増額です。１節報酬は、このたび上程しております市場

条例の改正により、運営協議会を設置することとしております。その委

員への報酬です。委員の構成は卸売業者、売買参加者、附属営業人、生

産者、消費者、学識経験者、公募委員、市職員で構成し定数は１４名以

下を考えております。予算額は市職員を除いた１３人×２，０００円×

２回分です。１１節需用費のうち修繕料を前年度と比較して４０万８，

０００円増額しております。本年度はフォークリフトの法定検査の他、

電気設備子メーターの修繕と防犯カメラの修繕を予定しております。防

犯カメラは撮影した画像を録画するシステムが故障していますので、そ

れを修繕するものです。１２節役務費と１３節委託料は、ほぼ例年どお

りです。２款予備費は前年度と同額の５万円を計上しています。よって、

歳出予算総額は、１款卸売市場費の１，１０９万９，０００円と２款予
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備費の５万円を合わせて１，１１４万９，０００円です。続いて歳入に

ついて御説明いたします。１款１項１目市場使用料１節市場使用料は、

前年度と比較して２５万７，０００円減額し１２８万６，０００円を見

込んでおります。これの主な要因は附属営業店舗の使用者が１名減とな

ったことによるものです。２款を飛ばして３款繰越金１万円は枠取りで

す。３０年度の決算が認定された後に補正いたします。４款諸収入は、

卸売業者、附属営業人、自動販売機設置者からの電気代及び水道代です。

１款、３款、４款の歳入予算合計は３０８万４，０００円となります。

歳出予算総額１，１１４万９，０００円から３０８万４，０００円を差

し引きますと８０６万５，０００円となりますので、これを２款繰入金

に計上していますので、歳入予算総額も歳出予算総額と同額の１，１１

４万９，０００円となります。以上です。御審議のほどよろしくお願い

します。 

 

中村博行委員長 説明が終わりましたので質疑に入りますが、歳出から行きま

しょう。１２、１３ページから。 

 

河﨑平男委員 取扱量、それから金額等を昨年と比較検討されたんですか。 

 

中村博行委員長 すぐ資料出せるか。（「はい」と呼ぶ者あり）なら先にほか

の質疑で。 

 

河﨑平男委員 この地方卸売市場運営協議会委員の権限はどこまで及ぶんです

か。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 これにつきましては次の条例のところでお答

えできればと思いますが。 

 

中村博行委員長 新しくということでね。どうせこれなりの要綱等は出来るで

しょうからね。 
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河﨑平男委員 市場の活性化についてこれは推進することというのは活性化に

つながるんですが、市民のニーズが多様化している中で市場の関係者は

もちろんですが、管理計画等はどのように考えていらっしゃるんですか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 管理計画というのは今作っておりません。た

だ平成２４年度に中央青果株式会社の経営改善計画提言書というのが出

ておりますので、これに基づいて市場の運営を図っていきたいと思って

おります。 

 

河﨑平男委員 そういった中で取扱数量とか、出荷者の増とか、運営に係る長

期計画、何年度にどのくらい増やすとかそういう計画は必要になってく

るんじゃないんですか。 

 

平農林水産課農林係長 農林水産課平と申します。よろしくお願いいたします。

先ほど河﨑委員が言われた経営計画といいますか、そういったものにつ

きましてはそういった指導がございまして、来年度中に作らないといけ

ないということになっておりまして、来年度中に作る予定にしておりま

す。 

 

中村博行委員長 取扱高の表が来ましたが、数字がずーと並んでいますが、何

か特徴的なところを説明できるところはありますか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 ただいま、お手元にお配りしました表は平成

２７年から平成２９年までは、１２か月分。平成３０年度においては２

月までの月ごとの取扱数量と取扱高を示したものでございます。これを

見ますと、平成３０年度におきましては４月当初から全ての月で前年同

月と比較して下がっております。ただ平成２９年度におきましては１２

月以降は、前年度を上回っているんですけど、今年度につきましては残

念ながら、前年度よりもかなり下回っているという状況でございます。
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この中で８月につきましては前年同月、６３．８％となっておりますが、

これについてはこの夏の災害級の猛暑というのが大きく影響しているも

のと考えております。それ以降につきましては特に１２月と１月につい

ては大きく下回っているところではございますが、これまで取扱量の減

少につきましては流通形態とか、産地の減少とか、担い手の減少そうい

ったものを原因に挙げておるところでございます。３０年度におきまし

てもそれと同じような理由は言えるだろうと思うんですけど、特に１２

月と１月の落ち込みについては、詳しく分析をする必要があると思って

おります。 

 

河﨑平男委員 そういった中で卸売市場の出荷者について、卸売業者又は市で

もいいですが、どのような協議というか出荷者と協議されているんです

か。 

 

中村博行委員長 数字的にかなり落ち込んだ状況であるので、それを踏まえた

中で。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 出荷者とはまだ協議はしていないところでご

ざいます。例えば申しましたように、取扱高の減少の要因をよく分析い

たしましてそれを踏まえて、出荷者等に卸売業者も含めまして、話をし

たり協議をしたりそういった場を持ちたいと思っております。 

 

中村博行委員長 今後あらゆる手立てを講じないと難しいなという感じですね。 

 

奥良秀委員 学校給食センターのほうで８月か、９月から始まって、しかも前

年度割れがずっと続いているのが、学校給食のものが入ってもこのパー

センテージということですか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 学校給食につきましてはセンターができる前

も元々入っておりましたので。 
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岡山明副委員長 確認しますが、これ平成３０年度の売上げが、今までの売り

上げとものすごい違う気がして、これ見てショック受けたんですけど、

余りにも下がりすぎで、取扱量も取扱高も両方下がっているという状況

で、合計で６５％、７３％下がっているって。これはいかがなものかと、

資料もらって初めて気が付いたんですけど、なぜ３０年度こういう頭か

ら、一気に下がっているという状況なんですか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 その要因を今から分析していくということで

す。 

 

中村博行委員長 そうしたら歳入のほう行きましょう。 

 

水津治委員 ７ページの歳入の１款の使用料及び手数料となっておりまして、

１０ページの１款１項１目の使用料。これは７ページの使用料という項

目が入っているんですが実際の収入がないから、使用料だけで予算を計

上してあるんですかね。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 手数料が入っている言葉は款の名称でござい

ます。目の名称でいたしましては市場使用料という名称でございます。 

 

水津治委員 手数料というのは実際にはないんですね。 

 

古川副市長 款項目節という成り立ちになっておりまして、１款は使用料及び

手数料という名称になっておりまして、１項が使用料、２項が手数料と

いうことで手数料がないから、この使用料だけが１項で挙がっていると

いうことでございます。 

 

水津治委員 市場の予算、会計というのは毎年８００万円近い税金を投入して

いるという、そういったありきのものでスタートしたのかというのが非
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常に気になるところで、プラスマイナスゼロというのが本来の姿と思う

んですが、そういいた考えについていいですか。 

 

多田農林水産課参与 皆さんもこの市場の成り立ちについては御存じかと思い

ます。公設卸売市場として開設した経緯におきましては、市内にありま

す企業のＪＡさんが使っておられた市場の体制をとっておられたんです

が、それを公設卸売市場として、旧小野田市さんやってみてはいかがで

すかというところからこの市場が成り立っております。この予算につき

ましては、運営費ではありません。施設開設者として、この施設を適切

に維持管理していくための費用と御理解いただいておるものと思います。

したがいまして設立当時から、この施設の維持管理費につきましては項

目的には、増えたり、減ったりした時代もあったかと思いますが、そう

いう形での予算ということでございます。御理解いただければと思いま

す。 

 

中村博行委員長 全般で。予算に関してですけどね。かなりこれ見たら厳しい

状況というのは分かりますけどね。いいですか（「はい」と呼ぶ者あり）

それでは質疑を打ち切り討論はありますか。それでは議案第１７号平成

３１年度山陽小野田市地方卸売市場事業特別会計予算について賛成の方

の挙手を求めます。 

 

（全員挙手） 

 

中村博行委員長 全員賛成でございます。したがいまして議案第１７号は可決

すべきものと決しました。続いて。それでは議案第３５号山陽小野田市

地方卸売市場条例の一部を改正する条例の制定について説明を求めます。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 今回の改正は、これまで議会から御指摘を頂

いた事項、市場関係者からの要望を反映させ、また１０月１日の消費税

率の改定、これらに係る条項を改正及び追加をするものです。新旧対照
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表で御説明いたします。左側が改正後、右側が改正前でアンダーライン

のあるところが改正又は追加する部分です。第４９条は、卸売業者の仕

切書及び仕切金の送付を「３日まで」としているのを「速やかに」に改

正するものです。また、第５１条も同様に買受人の代金支払いを「３日

まで」としているのを「速やかに」に改正するものです。これは他市の

条文を参考にするとともに、実態に即した形にするものです。第５６条

は、卸売業者、買受人、附属営業人等の市場内での使用に係る規定を定

めておりますが、農林水産まつりのように市場関係者以外の者の使用許

可についてはその規定がありませんでしたので、第２項でそれを定める

ものです。第６１条は、市場の使用料で消費税率の改定に係るものです。

この条項は附則で本年１０月１日以後に使用したものから適用するとし

ております。第６２条は、卸売業者や附属営業人に対して第１項で「報

告や資料の提出を求める」、第２項で「改善措置を執るよう申し入れる

ことができる」とありましたが、これを１つにまとめ、市職員に立ち入

り調査権及び改善措置を指示するというふうに権限を強化するものです。 

第６３条は、これまで当条例では市場に対する市長の認可に係る規定し

かなく、認可後の監督及び処分の権限がありませんでしたので、今回そ

れを加えるものです。第６４条は、６３条を６４条とし、一部文言を修

正するものです。第６５条は、６４条を改正するもので、市場における

営業行為等は市長の承認が必要ということを全ての者に適用するもので

す。第６６条は、第６５条を改正するもので、清潔の保持に衛生管理を

加えるとともに、改善命令の権限を持たせるものです。第６９条以降は、

これまでありませんでした市場の運営協議会に関する条項を加えるもの

です。 

 

中村博行委員長 説明が終わりましたので質疑を求めます。随分、一般質問等々

でこの問題はかなり踏み込んだ質疑・答弁があったと思いますが、それ

をふまえた中で質疑をお願いします。 

 

河﨑平男委員 市場問題の件については話題になっているところでありますが、
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一部改正で市場の活性化が一番と思っております。その中で一番の改正

点はどこですか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 一番大きな改正点と考えておりますのは、第

６３条で規定しております市長が認可した後の監督及び処分、それと第

６９条以降の運営協議会の二つでございます。 

 

河﨑平男委員 権限とさっき聞いたが、意見だけで、どうしたら良いとかの権

限能力はないんやね。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 あくまでの市長に対して意見を述べるという

ところでございます。 

 

中岡英二委員 条例６２条の中で（２）で市職員に事務所その他の業務を行う

場所に立入り、その業務財産の状況調査しうんぬんとありますが、これ

は拒否することはできないということですね。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 これはできる規定でございますので、こちら

としても絶対にやらなければならないというものでもございませんし、

ただこの規定を作ったということは市としては強い態度を示していきた

いと考えております。 

 

中岡英二委員 罰則規定はありますか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 これを拒否したことによる罰則規定はござい

ませんが、調査をしたことによって発覚した不正行為が第６３条のどこ

かに当てはまるものであれば、それなりの罰則規定があるということで

ございます。 

 

中岡英二委員 ５１条の中で今まで支払いとか物品の受渡しは三日までとあっ
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たのを速やかにと変えられていますが、速やかにと変えられた理由はな

んですか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 まず御説明のときにも申し上げましたように

他市の条文も参考にしておるところでございます。また１１月の終わり

に売買参加者の皆さんにお集まりいただきまして、売買参加者の方に関

わる条例の説明をしたところでございます。その条例の説明をした最後

に市場のことについて何か御要望はございませんかとお尋ねをいたしま

したところ、三日という期限についてもう少し柔軟性を持たせてほしい

と要望がございました。それで今度は三日という明確な日にちを設ける

のではなくて速やかにというところで表現を変えまして、後は運用の中

で柔軟性を持たせていこうと考えております。 

 

中村博行委員長 ５時になりましたので時間延長を宣言したいと思います。審

査を続けます。 

 

中岡英二委員 またこの中で業者間の特約というのがありますよね。これは一

般質問でも質問したんですが、もう一度詳しくお聞かせください。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 現行の条例でいきますと三日以内に支払いな

さいよとなっておりますので、それができないという業者さんに対して、

業者さんはそれ以降でも三日という期限を定めないでもっと遅く支払っ

てもいいよというような旨の特約を卸売業者と提携するということにな

っております。特約というのは三日以内の期限が守れない。その理由は

それぞれの業者、会社が約款等の中で月末支払いと決められているとか

になろうかなと思います。 

 

中岡英二委員 支払いが遅れているとか、どなたが管理されてそして支払いを

催促するとか、その辺はきちんと仕事のすみ分け、業務のすみ分けはさ

れていますか。 
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深井経済部次長兼農林水産課長 今現在、特約を締結している業者は２社でご

ざいます。それ以外の方は三日期限が守られていると。これを場長が毎

日市場において確認しています。 

 

中岡英二委員 私からしたら少し曖昧になったなと感じがします。実際他所の

市場に関しては速やかにと書いていますが、私が今勤めている市場は支

払いの実績が一週間に１回ないと必ず督促のような形で電話が掛かって

きます。だからやはり速やかにもいいですけど、支払いの実績は一週間

に１回必ずする。そしてその中できちんとした催促を細目にしていくと

いうことですね。私どもも仲卸業者に勤めていますけど、その辺はきち

んとしています。もう何十年と創立していますけど、その辺の厳しさは

あります。速やかにと書いていますけど実際はそんなに甘くはないとい

うことです。それをしなければ市場の運営はうまくいかないと思います。

支払いがあってからの産地への支払いもありますし、それをきちんとし

ないと産地の方ともうまくいかないと思います。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 支払いが遅れた場合は卸売業者が対応してい

ると聞いております。条例の中でも決めており、これは市でも対応する

べきことだと思いますので、その辺の体制は今から強化していきたいと

思います。 

 

河﨑平男委員 協議会の委員は１４人とさっき説明があったが、その人たちは

卸売業者、買受人、その他利害関係者及び学識を有する者ですね。内訳

は何と言っちゃったですかいね。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 内訳につきましては、まず卸売業者の役員１

名、仲卸業者から１名、残り仲卸業者は存在しておりませんので空席に

なるところでございますが、売買参加者の代表者３名、付属営業人の代

表者１名、生産者の代表者２名、消費者の代表者１名、学識経験者２名、
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市の職員１名、公募委員２名、計１４名を今考えています。 

奥良秀委員 議案書の中の３ページ、４ページとずっと書いてある中で、６月

以内という言葉が何箇所かあるんですが、これはミスか何かでしょうか。

６月以内という言葉がかなりあるんですが。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 ６か月でございます。 

 

奥良秀委員 これは訂正されるんですか。 

 

中村博行委員長 こういう書き方になっている。 

 

奥良秀委員 ではもう一つ、先ほど中岡委員から報告及び検査のところの６２

条の質問があったんですが、プラス市長の指示で拒否した場合というの

は、何かしらの公開というか、拒否されましたよとかいうことは公表さ

れることはあるでしょうか。 

 

深井経済部次長 公開までは考えていません。 

 

奥良秀委員 多分これも、ある業者はきちんと開設者から言われれば真摯にな

って受けたよと。片方はそんなの無視していいよというようなことをし

ているのであれば、またそこも不透明なところが出ますので、そこはや

はりどちらか公表するなら公表する。公表しないなら公表しない。多分

公表したほうが、平等性が保てるかなと思いますので、その辺もよく考

えていただきたいと思います。 

 

岡山明副委員長 運営協議会の設置も最終的には判断されて、市長にその意見

を提出するという条件が、最後は市長に判断を仰ぐという状況なんです

けど、そういう意味で、そういう協議会の場に呼べると、そういう関連

の方を呼べる、そういう公開の場というか、その辺は今後開催されるか

どうか。関係者を呼んだ場合、公開の場でそういう協議会を行えるかど



107 

 

うか、その辺をちょっとお聞きしたいんですけど。あくまでも公開する

かどうか。 

 

古川副市長 監督処分の６３条の条建てですが、これは基本的に市長が卸売業

者とか、仲卸業者が、市のほうがこれこれをしなさいということで６月

以内に是正を命じて、しなかった場合は市のほうが業務の全部又は一部

の停止を命じることができますので、一定の基準を設けていて、市のほ

うがイニシアチブを持っていますので、基本的には拒否したら、これに

抵触するということで、この拒否が大きいから停止にしましょう。この

拒否はそこまでいかないから一部の停止とか、そういう形の条建てにな

っていますので、あくまでも監督処分の権限は市長が持っている。たま

たまそれが断定、ＭＵＳＴではなくと、ＣＡＮ、できる規定にしている

だけであって、基本的には違反すればこの条文に基づいてしていくよう

な条建てであろうと思いますし、多分、他市の条例もそのようになって

いると思いますので、他市においてもそのような形でやっておられるの

だろうと解釈しているところです。 

 

中村博行委員長 要は市長権限が強化されたということですね、一言で言えば。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 岡山議員さんからの御質問ですが、この運営

協議会は決して秘密裏に行わなければいけないというものではございま

せんので、公開は十分可能です。 

 

中岡英二委員 条例の６２条の中で報告及び検査、その対象に市長はうんぬん

とあって、卸売業者買受人又は附属営業人となっていまして、その下の

監督処分の中で、報告及び検査になかった仲卸業者、売買参加者という

名前が買受人と代わって表示されていますけど、これは何か意図がある

んですか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 買受人と６２条にありますけれど、これは６
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３条におきます仲卸業者及び３項の売買参加者の両方を指すものです。 

 

中岡英二委員 当市場では仲卸業者は存在していますか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 仲卸業者はいらっしゃいません。今はいませ

ん。 

 

中岡英二委員 将来仲卸業者を作るということですか。 

 

多田農林水産課参与 現在、市場についてはいろいろ議会からの御指摘とか、

担当部局の勉強不足等々でいろいろ御審議していただいている現状、ま

た、これから正常化に向けて何らかの結論を出そうと考えている。その

中には今後の市場の在り方についても論議をしています。その中で売買

参加者のニーズ、卸売業者がロット売りしかできない状態を売買参加者

は小分けしたものが欲しいと。そこに一つの壁としての課題があるので

はないかと。そういうふうに考えたときに現在、仲卸業がいないのは、

流通過程の中で、流通が多くなれば実需者、実際の物を買われる方々に

対して価格が１円でも２円でも上がるという考え方の中で、現在に至る

まで仲卸業者というものの申請者もおられませんし、当然いないから、

市は許可もしていない。今後、仲卸業者というものがいれば、現在の売

買参加者のニーズにも応えられる営業形態が出る。そのかわり、価格的

にはちょっと上がるかなという思いもある中で、今後、仲卸業というも

のは必要な業態ではないかという論議は現在しておりますことから、現

状の条例の中にも仲卸業というものについての記載もありますし、買受

人という形の中での両者を含めた、先ほどの御質問がありました条文に

も係るところでございますが、そういうふうな発展的な論議を重ねる中

で、またお示しできるものが今後出てくるかと考えています。 

 

中岡英二委員 前向きなことだと私も思います。仲卸業がいないのがおかしい

というか、絶対作ったほうがいいと思います。そのかわり申請があれば、
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できるだけ許可してあげたいですね。そして取引協議会の中で市条例の

改正とか、そういうものも論議、話の中に上がるものか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 運営協議会の中で、市条例の改正についても

当然議論されるものです。第６９条の第２項第３号に、この条例の改正

に関することと書いています。 

 

河﨑平男委員 今後、上位法である地方卸売市場法の改正の見込みはあるんで

すか。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 市場法の改正は通っていまして、その施行が

来年の６月です。それに併せまして、市の条例も改正することになりま

すが、そのときには今回の改正した条項以外のところを改正するという

ことになろうと思います。 

 

中村博行委員長 本会議場でも一般質問がずっとあったんですが、３７条付近

から４０条ぐらいまでの改正がないのは、青果販売を廃止するからとい

うような回答があったんですけど、その辺の確認をしたいと思います。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 青果販売につきましては、本会議でも回答し

ましたように、廃止の方向で検討しているところですので、これについ

ては今回の改正から外したところです。 

 

中村博行委員長 ほかにありますか。（「なし」と呼ぶ者あり）今回は条例の

改正の部分について審査をしましたが、市場については今後も執行部ほ

うからも経過をいただきながら審査をしていきたいと思います。それで

は質疑を打ち切ります。討論はありますか。（「なし」と呼ぶ者あり）

討論はありませんので採決に移ります。議案第３５号、山陽小野田市地

方卸売市場条例の一部を改正する条例の制定について、賛成の方の挙手

を求めます。 
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（賛成者挙手） 

 

中村博行委員長 全員賛成です。議案第３５号は可決すべきものと決しました。

以上で終わります。それでは本日の審査を全て終了しました。次は１１

日月曜日の９時から始めますので、御参集をよろしくお願いします。本

日の委員会はこれで閉じます。 

 

午後５時１７分 散会 

 

平成３１年３月８日 

 

産業建設常任委員長 中 村 博 行 


